
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
〇
九

﹇
は
じ
め
に
﹈

筆
者
は
、
目
下
、
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
に
お
け
る
憲
法
発
展
の
総
合
研
究

を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
第
一
稿
で
、
当
初
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

連
邦
憲
法
史
全
体
を
記
述
す
る
意
図
で
執
筆
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
憲
法
成
立
の
時
点
ま
で
で
、
す
で
に
予
定
し
た
紙

幅
を
大
幅
に
超
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
連
邦
憲
法
成
立
に
至
る
過
程
は
、

そ
れ
自
体
と
し
て
興
味
深
い
も
の
と
信
じ
る
の
で
、
連
邦
憲
法
成
立
後
の

歴
史
に
つ
い
て
は
将
来
の
課
題
と
し
、
ひ
と
ま
ず
前
史
を
上
梓
す
る
こ
と

と
し
た
。

本
論
に
入
る
前
に
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
概
要
を
紹
介
す

る
。

二
〇
一
一
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
総

人
口
は
二
、一
五
〇
万
七
、七
一
七
人
で
、
こ
れ
は
二
〇
〇
六
年
の
国
勢
調

査
に
比
べ
、
八
・
三
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
初

の
国
政
調
査
は
一
九
一
一
年
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
は
「
純
血

の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
を
除
外
し
た
」
総
人
口
は
四
四
五
万
五
、〇
〇
五
人
だ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
一
〇
〇
年
間
で
約
五
倍
に
人
口
が
増
加
し
、
し
か
も

い
ま
だ
そ
の
増
勢
が
衰
え
て
い
な
い
若
い
国
家
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
1
）

。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
は
、
米
国
類
似
の
二
院
制
の
議
会
を
有
す
る
国

家
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
議
会
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

六
つ
の
州
と
二
つ
の
特
別
地
域
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
（T

he S
tate of N

ew
 S

outh W
ales

＝N
S
W

）
は
、
最
初
の
英
国
入
植
地
で
あ
り
、
当
初
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説

甲　
　

斐　
　

素　
　

直



一
一
〇

れ
は
二
〇
〇
六
年
に
比
べ
一
一
％
の
増
加
で
あ
る
。
州
の
総
面
積
は

一
八
五
万
二
、六
四
二
平
方
キ
ロ
に
達
し
、
二
番
目
に
大
き
な
州
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
四
分
の
一
を
占
め
る
。
州
都
は
ブ
リ
ス
ベ
ン
で

あ
る
。

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
（W

estern A
ustralia

＝W
A

）
は
、
面
積

二
五
二
万
九
、八
七
五
平
方
キ
ロ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
大
の
州
で
あ
り
、

本
土
面
積
の
三
分
の
一
を
占
め
る
。
人
口
は
二
二
三
万
九
、一
七
一
人
で
、

二
〇
〇
六
年
に
比
べ
一
四
・
三
％
と
き
わ
め
て
大
き
な
増
加
を
示
し
て
い

る
。
州
都
は
パ
ー
ス
で
あ
る
。

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
（T

he S
tate of S

outh A
ustralia

＝S
A

）

は
、
面
積
九
八
万
四
、三
七
七
平
方
キ
ロ
、
人
口
一
五
九
万
六
、五
七
〇
人

で
二
〇
〇
六
年
に
比
べ
五
・
四
％
の
増
加
で
あ
る
。
州
都
は
ア
デ
レ
ー
ド

で
あ
る
。

タ
ス
マ
ニ
ア
州
（S

tate of T
asm

ania

＝T
A
S

）
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
本
土
の
南
方
海
上
に
位
置
す
る
タ
ス
マ
ニ
ア
島
全
域
で
形
成
さ
れ
る

州
で
、
面
積
九
万
七
五
八
平
方
キ
ロ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
小
の
州
で
あ

る
。
人
口
は
四
九
万
五
、三
五
一
人
で
、
こ
れ
も
豪
州
の
州
と
し
て
は
最

小
で
あ
る
。
増
加
率
は
四
％
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
最

も
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
州
都
は
ホ
バ
ー
ト
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
州
は
、
い
ず
れ
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
成
立
以
前
に
、
そ

れ
ぞ
れ
相
互
に
独
立
し
た
植
民
地
と
し
て
建
設
さ
れ
、
連
邦
成
立
と
共
に
、

ア
全
域
を
支
配
し
て

い
た
。
他
の
植
民
地

が
分
離
し
た
結
果
、

現
在
の
面
積
は
八
〇

万
六
四
二
平
方
キ
ロ

で
あ
る
。
二
〇
一
一

年
現
在
の
人
口
は

六
九
一
万
七
、六
五
六

人
で
二
〇
〇
六
年
に

比
べ
五
・
六
％
の
増

加
を
示
し
て
お
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

も
っ
と
も
人
口
の
多
い
州
と
な
っ
て
い
る
。
州
都
は
シ
ド
ニ
ー
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
（T

he C
row

n S
tate of V

ictoria
＝V

IC

）
は
、

面
積
二
二
万
七
、四
一
六
平
方
キ
ロ
で
大
陸
部
の
州
と
し
て
は
最
小
で
あ

る
が
、
人
口
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
に
次
い
で
多
い
。

二
〇
一
一
年
現
在
の
人
口
は
五
三
五
万
四
、〇
四
〇
人
で
、
こ
れ
は

二
〇
〇
六
年
に
比
べ
八
・
五
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
州
都
は
メ
ル
ボ

ル
ン
で
あ
る
。

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
（S

tate of Q
ueensland

＝Q
L
D

）
は
、
人

口
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
第
三
位
で
四
三
三
万
二
、七
三
七
人
で
あ
り
、
こ
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一
一
一

ロ
と
、
第
三
位
に
位
置
す
る
。
準
州
府
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
お
か
れ
て
い
る
。

一　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史

（
一
）　

ア
ボ
リ
ジ
ニ

ア
ボ
リ
ジ
ニ
（A

borigine

）
と
い
う
英
語
は
、
本
来
は
日
本
語
の
原

住
民
に
当
た
る
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
狩
猟
採
集
生
活
を
営
ん
で

い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
と
周
辺
島
嶼
の
先
住
民
を
も
っ
ぱ
ら
意
味
す

る
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。

彼
ら
の
先
祖
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
に
上
陸
し
た
時
期
は
、
遺
物
な

ど
の
分
析
か
ら
五
万
年
な
い
し
一
二
万
年
以
上
前
と
さ
れ
て
い
る
が
、
定

説
は
な
い
。

（
二
）　

西
欧
人
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
発
見

一
世
紀
頃
に
活
躍
し
た
ギ
リ
シ
ャ
の
地
理
学
者
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス

（C
laudius P

tolem
aeus

）
は
、
地
球
を
球
体
と
し
て
捉
え
、
緯
度
や
経

度
を
伴
う
地
図
を
初
め
て
書
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
球
体
と
し
て
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
、
南
半
球
に
も
北
半
球
と
同
じ
よ
う
な
大
き
な
大

陸
が
存
在
す
る
と
い
う
概
念
を
、
そ
の
著
「
地
理
学
（G

eographike 

H
yphegesis

）」
に
お
い
て
述
べ
、
そ
の
大
陸
を
「
南
の
未
知
の
土
地

（T
erra A

ustralis Incognita

）」
と
呼
ん
だ
。
こ
の
「
地
理
学
」
を
信

じ
て
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ
を
発
見
し
た
こ
と
か
ら
、
同
書
は
大
航
海

そ
の
州
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
、
二
つ
の
特
別
地
域
（T

erritory

）
が
、
や
は
り
議
会

の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
。

首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
及
び
そ
の
水
源
地
域
は
、
米
国
の
首
都
で
あ
る
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．同
様
に
、
連
邦
成
立
以
来
、
連
邦
直
轄
地
域
と
さ
れ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
都
特
別
地
域
（T

he A
ustralian C

apital 

T
erritory

＝A
C
T

）
と
呼
ば
れ
る
。
基
本
的
に
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー

ル
ズ
州
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｃ
Ｔ
に
関
連
し
、
海
に
出
る
た
め
の

連
邦
直
轄
区
域
ジ
ャ
ー
ビ
ス
湾
特
別
地
域
（Jervis B
ay T

erritory

）

が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
に
は
属
さ
な
い
。
人
口
は
三
五
万

六
、五
八
六
人
で
二
〇
〇
六
年
に
比
べ
一
〇
・
三
％
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。

面
積
は
二
、三
五
八
平
方
キ
ロ
で
あ
る
。

北
部
準
州
（T

he N
orthern T

erritory

＝N
T

）
は
、
も
と
は
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
当
時
は
全
く
放

置
さ
れ
て
い
た
。
一
八
六
三
年
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
が
こ
の
地

域
の
編
入
を
申
請
し
認
め
ら
れ
た
。
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日
本
人
を
入

植
さ
せ
る
計
画
だ
っ
た
が
う
ま
く
行
か
ず
、
結
局
一
九
一
一
年
に
連
邦
政

府
に
返
還
し
た
。
以
後
、
連
邦
政
府
の
直
轄
地
と
な
っ
て
い
た
が
、

一
九
七
八
年
に
連
邦
政
府
か
ら
自
治
権
を
獲
得
し
、
準
州
の
地
位
を
認
め

ら
れ
た
。
人
口
は
二
一
万
一
、九
四
三
人
で
、
二
〇
〇
六
年
に
比
べ

九
・
九
％
の
増
加
率
と
な
っ
て
い
る
。
面
積
は
一
四
二
万
九
六
八
平
方
キ



一
一
二

東
海
岸
の
す
べ
て
の
海
岸
線
に
対
す
る
英
国
の
領
有
を
宣
言
し
、
英
国
の

南
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
に
似
た
風
土
で
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
ニ
ュ
ー
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
（N

ew
 S

outh W
ales

）
と
命
名
し
た
。

一
八
〇
一
〜
一
八
〇
三
年
に
、
英
国
海
軍
の
フ
リ
ン
ダ
ー
ス

（M
atthew

 F
linders

）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
大
陸
一
周
航
海
に
よ
り
、

は
じ
め
て
ノ
ヴ
ァ
・
ホ
ラ
ン
デ
ィ
ア
と
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
同

一
の
大
陸
に
属
す
る
土
地
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

（
6
）

。

（
三
）　

白
人
の
入
植

一
七
一
七
年
に
、
英
国
議
会
は
海
賊
法
（P

iracy A
ct 1717

）
と
通

称
さ
れ
る
法
律
を
成
立
さ
せ
た

（
7
）

。
そ
れ
以
前
で
あ
れ
ば
、
強
盗
や
窃
盗

は
、
す
べ
て
死
刑
と
さ
れ
て
い
た
が
、
同
法
は
比
較
的
軽
い
重
罪

（F
elony

）
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
、
ま
た
は
死
刑
が
王
室
の
恩
赦
に

よ
っ
て
減
刑
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
者
に
対
し
て
、
死
刑

に
代
替
す
る
刑
と
し
て
、
北
米
に
七
年
間
の
流
刑
を
行
う
と
い
う
制
度
を

定
め
た
。
同
法
に
よ
り
、
一
七
一
八
年
か
ら
一
七
七
六
年
ま
で
、
多
数
の

囚
人
が
北
米
植
民
地
に
流
刑
に
な
っ
た
。

一
七
七
六
年
に
米
国
独
立
戦
争
が
勃
発
し
、
英
国
は
一
七
八
四
年
に
パ

リ
条
約
で
米
国
の
独
立
を
承
認
し
た
。
戦
争
で
流
刑
が
中
断
し
て
い
た
た

め
、
そ
の
時
点
に
は
、
英
本
国
の
監
獄
は
満
杯
に
な
っ
て
い
た
。
米
国
の

独
立
を
承
認
し
た
こ
と
か
ら
、
内
務
大
臣
（H

om
e S

ecretary

）
の
地

時
代
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
は
、
一
五
九
五
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
到
達
し
、
そ

の
地
域
と
欧
州
と
の
貿
易
を
独
占
す
る
た
め
東
イ
ン
ド
会
社

（V
ereenigde O

ostindische C
om

pagnie

＝V
O
C

）
を
一
六
〇
二
年
に

設
立
し
た
。
同
社
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
交
易
を
進
め
る
過
程
で
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
南
に
大
き
な
大
陸
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
が
伝

説
の
テ
ラ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ス
で
は
な
い
か
と
考
え
、
タ
ス
マ
ン
に
命
じ

て
探
検
さ
せ
た

（
2
）

。
タ
ス
マ
ン
は
、
一
六
四
四
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸

の
西
海
岸
を
発
見
し
、
ノ
ヴ
ァ
・
ホ
ラ
ン
デ
ィ
ア
と
名
付
け
た

（
3
）

。
今
日
の

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
に
相
当
す
る
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
は

不
毛
の
大
地
で
あ
る
と
考
え
、
特
に
領
有
を
宣
言
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

本
格
的
に
欧
州
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
そ
れ
か
ら
一
二
六
年
過
ぎ
た
一
七
七
〇
年
に
、
英
国
海
軍
の

ク
ッ
ク
（Jam

es C
ook

）
が
、
同
大
陸
の
東
海
岸
を
発
見
し
た
時
か
ら

で
あ
る

（
4
）

。
彼
が
上
陸
し
た
場
所
は
、
き
わ
め
て
植
物
相
が
豊
か
で
か
つ
新

種
が
多
か
っ
た
こ
と
に
同
行
し
た
植
物
学
者
が
驚
喜
し
た
こ
と
か
ら
、
ボ

タ
ニ
ー
湾
（B

otany B
ay

＝
植
物
学
湾
）
と
名
付
け
ら
れ
た
。

ク
ッ
ク
は
、
こ
の
時
点
で
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
接
触
を
持
っ
て
い
る
が
、
ア

ボ
リ
ジ
ニ
が
特
定
の
場
所
に
定
住
す
る
こ
と
な
く
、
放
浪
の
生
活
を
送
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
地
所
有
権
を
持
た
な
い
民
と
考
え
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
全
体
を
無
主
の
土
地
（T

erra nullius

）
と
認
定
し
た

（
5
）

。
そ
こ
で
、



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
一
三

る
。一

七
八
七
年
四
月
、
つ
ま
り
植
民
船
団
の
出
発
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
到
着
す
る
以
前
の
時
点
で
、
同
植
民
地
に
民
事
裁
判
所
お
よ
び
刑
事
裁

判
所
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た
国
王
の
勅
許
状
（L

etters 

P
atent

）
が
発
せ
ら
れ
た
。
同
時
に
刑
事
裁
判
所
の
運
用
に
つ
い
て
定
め

た
一
七
八
七
年
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
法
が
本
国
議
会
で
制
定
さ
れ

た
（
9
）

。
こ
の
法
律
が
、
根
本
法
規
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
最
初
の
憲
法
と
な
る
。

二　

植
民
地
憲
法

（
一
）　

植
民
地
の
発
展

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
は
、
当
初
、
建
前
上
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
す
べ
て
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う
広
大
な
地
域
を
支
配

し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
効
的
に
支
配
し
て
い
た
の
は
シ
ド
ニ
ー
近
辺
に

限
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
実
効
支
配
が
困
難
な
地
域
に

つ
い
て
は
、
植
民
地
と
し
て
成
り
立
つ
だ
け
の
人
口
さ
え
あ
れ
ば
、
英
国

は
そ
こ
を
独
立
し
た
植
民
地
と
し
た
。
最
初
に
、
こ
こ
か
ら
分
離
し
て
独

立
し
た
植
民
地
と
さ
れ
た
の
は
タ
ス
マ
ニ
ア
島
で
、
一
八
二
五
年
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
早
く
か
ら
、
シ
ド
ニ
ー
と
は
別
に
流
刑
囚
が
送
ら
れ

た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
領

位
に
あ
っ
た
シ
ド
ニ
ー
卿
（T

hom
as T

ow
nshend, 1st V

iscount 

S
ydney

）
は
、
速
や
か
に
米
国
に
代
わ
る
新
し
い
流
刑
地
を
開
発
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
、
世
界
各
地
に
植
民
船
団
を
派
遣
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
シ
ア
（N

ova S
cotia

）
地
方
に
派
遣
さ
れ

た
植
民
船
団
は
、
そ
の
地
を
派
遣
者
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー
卿
を
記
念
し
て
シ

ド
ニ
ー
と
名
付
け
た
。
米
国
独
立
戦
争
で
敗
れ
た
王
党
派
が
こ
こ
に
移
住

し
て
植
民
地
と
し
て
発
展
さ
せ
た
。

同
様
に
、
シ
ド
ニ
ー
卿
は
、
一
七
八
五
年
一
二
月
六
日
に
、
ク
ッ
ク
の

発
見
し
た
ボ
タ
ニ
ー
湾
に
植
民
地
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
植
民
船
団
を

送
り
出
し
た
。
船
団
は
一
七
八
八
年
一
月
一
八
日
に
現
地
に
到
着
し
た
。

し
か
し
、
現
地
に
着
い
て
付
近
を
調
査
し
た
結
果
、
ボ
タ
ニ
ー
湾
よ
り
、

そ
の
北
に
あ
る
別
の
湾
の
方
が
よ
り
良
港
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
そ
ち
ら

に
植
民
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
湾
を
、
シ
ド
ニ
ー
卿
を
記

念
し
て
シ
ド
ニ
ー
湾
（S

ydney C
ove

）
と
名
付
け
た
。
船
団
は

一
七
八
八
年
一
月
二
六
日
に
初
め
て
シ
ド
ニ
ー
湾
に
上
陸
し
、
英
国
旗
を

掲
げ
た
。
こ
れ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
建
国
の
日
（A

ustralia D
ay

）

と
さ
れ
、
今
日
、
祝
日
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
最
初
の
植
民
船
団
は
一
一
隻
の
船
か
ら
な
り
、
一
、〇
四
四
人
の

植
民
者
と
六
九
六
人
の
囚
人
か
ら
な
っ
て
い
た
。
植
民
地
そ
の
も
の
は
ア

ル
ビ
オ
ン
（A

lbion

）
と
名
付
け
ら
れ
た

（
8
）

。
し
か
し
、
い
つ
の
間
に
か
、

植
民
地
名
も
シ
ド
ニ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い



一
一
四

ま
た
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
に
対
す
る
勅
許
状
が
一
八
三
四
年

に
下
り
、
一
八
三
六
年
か
ら
入
植
が
始
ま
っ
た

（
11
）

。
今
日
、
ア
デ
レ
ー
ド
を

中
心
と
す
る
地
域
で
あ
る
。

他
方
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
一
八
四
〇
年
四
月
に
イ
ギ
リ
ス
領
と

宣
言
さ
れ
、
同
年
六
月
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
立
法
評
議
会
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
一
部
と
す

る
法
律
を
制
定
し
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
二
ヶ
月
後
の
同
年
八
月
、
イ
ギ

リ
ス
議
会
は
、
一
八
四
〇
年
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
継
続
法
（N

ew
 

S
outh W

ales C
ontinuance A

ct 1840

（U
K

））
を
制
定
し
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
独
立
し
た
植
民
地
と
す

る
こ
と
と
な
っ
た

（
12
）

。

以
下
、
順
次
、
メ
ル
ボ
ル
ン
を
中
心
と
す
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
が

一
八
五
一
年
に
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
を
中
心
と
す
る
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民

地
が
一
八
五
九
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
分
離

し
て
、
独
立
の
植
民
地
と
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
植
民
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
英
本
国
か
ら
総
督
が
派
遣
さ
れ
、
支

配
し
て
い
た
。

（
二
）　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
統
治
法

植
民
地
社
会
が
成
長
拡
大
し
て
く
る
と
、
人
々
の
間
に
、
英
本
国
な
み

の
市
民
の
権
利
、
す
な
わ
ち
代
表
制
に
よ
る
立
法
機
関
の
設
置
や
陪
審
制

有
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
南
太
平
洋
に
積
極
的
な
進
出
を

開
始
し
て
い
た
。
例
え
ば
タ
ヒ
チ
島
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
の
ポ
マ
レ
王
朝
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
き
た
が
、
一
八
四
二
年
に
女
王
ポ
マ
レ
四
世
が
フ
ラ

ン
ス
の
圧
力
に
屈
し
、
タ
ヒ
チ
島
と
モ
ー
レ
ア
島
を
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
領

と
す
る
条
約
に
署
名
し
て
い
る
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
島
は

一
八
五
三
年
九
月
二
四
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
派
遣
し
た
提
督
フ
ェ
ヴ

リ
エ
＝
デ
ポ
ワ
ン
ト
（A

uguste F
ebvrier-D

espointes

）
に
よ
っ
て
フ

ラ
ン
ス
領
と
宣
言
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
今
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
外

準
県
（C

ollectivité d ’outre-m
er

）
と
さ
れ
る
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア

（P
olynésie française

）
等
が
確
立
し
て
く
る
。

同
様
に
、
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ザ
同
盟
の
商
館
が
一
八
五
七
年
以
降
、
サ
モ

ア
に
交
易
の
拠
点
を
置
き
、
と
り
わ
け
コ
プ
ラ
貿
易
や
南
太
平
洋
各
入
植

地
へ
の
ド
イ
ツ
移
民
の
移
送
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
太
平
洋
の
貿
易
網
を

確
立
し
て
く
る
。

こ
う
し
た
欧
州
列
強
の
進
出
に
対
抗
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
長
い
海

岸
線
を
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
一
元
的
に
守
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
実
際
、

一
九
世
紀
初
め
に
は
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
フ
ラ
ン
ス
が
植
民
地
を
設

置
す
る
可
能
性
が
か
な
り
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
急
遽
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
植
民
地
を
設
置
す
る
勅
許
状
が
一
八
二
九
年
に
下
り
、
同
年
中
に
、

直
ち
に
ス
ワ
ン
川
入
植
地
（S

w
an R

iver C
olony

）
に
植
民
が
始
ま
っ

た
（
10
）

。
今
日
の
パ
ー
ス
に
あ
た
る
地
域
で
あ
る
。



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
一
五

俗
習
慣
に
か
な
り
の
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
七
九
〇
年
に
英
本

国
議
会
を
通
過
し
た
植
民
地
統
治
法
（C

onstitutional A
ct 1791 （

15
）

）
は
、

上
カ
ナ
ダ
と
下
カ
ナ
ダ
に
よ
っ
て
統
治
の
や
り
方
を
違
え
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
上
カ
ナ
ダ
は
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
と
機
構
に
組
み

込
ま
れ
た
の
に
対
し
、
下
カ
ナ
ダ
は
フ
ラ
ン
ス
市
民
法
で
統
治
さ
れ
、
カ

ト
リ
ッ
ク
信
仰
も
み
と
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
八
三
七
年
に
、
両
植
民
地
で
時
期
を
同
じ
く

し
て
、
責
任
政
府
を
求
め
る
反
乱
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
上
カ
ナ
ダ
の

場
合
に
は
、
王
党
派
の
支
配
に
対
す
る
英
国
か
ら
の
移
民
の
不
満
が
原
因

で
あ
っ
た
。
下
カ
ナ
ダ
の
場
合
に
は
、
政
府
が
少
数
派
で
あ
る
英
語
を
話

す
市
民
に
牛
耳
ら
れ
、
し
か
も
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
意
向
に
沿
う
こ
と
が
本

流
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
不
満
で
あ
っ
た
。
結
局
、
上
カ
ナ
ダ
と
下
カ

ナ
ダ
に
区
分
し
て
統
治
す
る
方
式
は
廃
止
さ
れ
、
一
八
四
〇
年
七
月
二
三

日
に
制
定
さ
れ
た
連
合
法
（A

ct of U
nion 1840 （

16
）

）
に
よ
り
、
カ
ナ
ダ

連
合
（
一
八
四
一
│
一
八
六
六
）
と
い
う
一
つ
の
政
体
に
統
一
さ
れ
、
植

民
地
人
に
よ
る
責
任
政
府
体
勢
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
に
、
こ
の
時
期
に
、
囚
人
を
流
刑
に
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
が

英
本
国
で
高
ま
っ
て
き
た
。
英
国
議
会
の
下
院
に
一
八
三
七
│
三
八
年
に

設
け
ら
れ
た
モ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
委
員
会
（M

olesw
orth C

om
m
ittee

）

の
報
告
書
は
、
流
刑
一
般
を
批
判
し
、
流
刑
制
度
は
、
犯
罪
を
助
長
し
、

多
額
の
費
用
が
必
要
な
非
道
徳
的
な
制
度
で
あ
る
と
さ
れ
、
早
期
の
流
刑

法
廷
な
ど
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
植
民
地
は
、
米
国
独
立
と
い
う
苦
い
経
験
を
き
っ
か
け
と
し
て
設

置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
英
本
国
は
、
こ
う
し
た
要
求
に
敏
感
で

あ
っ
た
。
ま
ず
一
八
二
三
年
に
英
国
議
会
に
お
い
て
、
統
治
機
構
や
司
法

制
度
の
改
革
を
目
的
と
し
た
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
法

（
13
）

が
制
定
さ
れ
、

同
法
お
よ
び
こ
れ
に
続
く
一
八
二
八
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
裁
判
所
法

（
14
）

な
ど

に
よ
り
、
自
主
立
法
、
自
主
司
法
が
一
定
の
枠
内
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。

こ
の
時
期
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
外
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
主

独
立
を
助
長
す
る
方
向
に
向
け
て
の
追
い
風
が
吹
い
た
。

第
一
に
、
英
本
国
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
腐
敗
選
挙
区
に
対
す
る
民
衆

の
不
満
が
高
ま
り
、
つ
い
に
一
八
三
二
年
に
、
第
一
回
の
選
挙
法
大
改
正

が
行
わ
れ
た
。

第
二
に
、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
一
八
三
七
年
に
対
英
反
乱
が
起
き
た
。
こ

の
時
期
、
カ
ナ
ダ
の
英
国
植
民
地
は
、
現
在
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
相
当
す

る
地
域
に
所
在
す
る
上
カ
ナ
ダ
（U

pper C
anada

）
と
、
現
在
の
ケ

ベ
ッ
ク
州
に
相
当
す
る
下
カ
ナ
ダ
（L

ow
er C

anada

）
の
二
つ
の
植
民

地
に
分
か
れ
て
い
た
。

上
カ
ナ
ダ
は
米
国
か
ら
逃
れ
た
王
党
派
及
び
英
国
か
ら
の
移
民
を
中
心

と
す
る
英
語
系
の
地
域
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
下
カ
ナ
ダ
は
も
と
も
と
フ

ラ
ン
ス
植
民
地
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
の
多
い
た
め
、
風



一
一
六

が
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
か
ら
分
離
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

（
三
）　

責
任
政
府
と
植
民
地
憲
法
の
制
定

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
治
権
拡
大
の
要
求
は
、
し
か
し
、
英
国
の
予
想

を
上
回
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
入
植
者
は
、

一
八
五
〇
年
統
治
法
が
、
地
元
に
税
収
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
十

分
に
与
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
立
法
府
に
完
全
な
権
限
を
与
え
て
い
な
い

と
、
同
法
を
批
判
し
た
。
そ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地

で
は
、
自
ら
の
憲
法
草
案
を
、
立
法
評
議
会
に
設
置
し
た
委
員
会
に
よ
っ

て
起
案
し
、
立
法
評
議
会
で
改
正
後
、
一
八
五
三
年
八
月
九
日
に
採
択
さ

れ
、
英
国
に
送
付
し
た
。

英
国
当
局
は
、
こ
の
憲
法
草
案
は
、
自
治
の
方
向
に
行
き
過
ぎ
て
い
る

と
考
え
た
の
で
、
そ
れ
を
議
会
に
提
案
す
る
前
に
修
正
し
た
上
で
議
会
に

上
程
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
憲
法
と
し
て
知
ら

れ
る
法
典
は
、
一
八
五
五
年
七
月
一
六
日
に
国
王
の
裁
可
を
受
け
て
正
式

に
発
効
し
た

（
20
）

。

こ
の
憲
法
は
、
二
院
制
の
議
会
を
創
設
し
て
い
る
。
下
院
は
緩
や
か
な

財
産
制
限
の
下
で
選
挙
さ
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
、
上
院
は
任
命
制
で
あ

る
。
同
法
は
、
租
税
の
徴
収
を
含
む
幅
広
い
地
域
に
関
す
る
事
務
に
関
す

る
権
限
を
認
め
て
い
る
が
、
英
本
国
は
依
然
と
し
て
そ
の
立
法
を
禁
止
す

る
権
限
を
保
有
し
て
い
た
。

制
度
の
廃
止
を
求
め
て
い
た

（
17
）

。
こ
れ
を
受
け
て
英
国
政
府
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
の
流
刑
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
、
一
八
四
〇
年
に
、
ま
ず

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
へ
の
囚
人
輸
送
が
停
止
さ
れ
た
。
他

の
地
域
で
も
逐
次
そ
の
廃
止
が
行
わ
れ
、
一
八
五
〇
年
代
に
は
最
後
ま
で

残
っ
て
い
た
タ
ス
マ
ニ
ア
島
へ
の
流
刑
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
も
、
植
民
地
の

立
法
機
関
に
は
代
議
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
一
八
四
二
年
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
統
治
法

（
18
）

が
英
本
国
議
会
で
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
立
法
評
議
会
の
構
成
員
の
う

ち
三
分
の
二
が
、
一
定
の
財
産
資
格
を
有
す
る
男
子
に
よ
り
選
挙
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
一
八
五
〇
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
統
治
法

（
19
）

に
よ
り
、
同
様
の
制

度
は
、
そ
の
時
点
以
前
に
独
立
の
植
民
地
と
み
と
め
ら
れ
て
い
た
す
べ
て

の
植
民
地
、
す
な
わ
ち
タ
ス
マ
ニ
ア
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
西
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
拡
大
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
カ
ナ

ダ
の
よ
う
に
、
自
ら
強
く
要
求
す
る
ま
で
も
な
く
、
自
治
権
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
一
八
五
〇
年
統
治
法
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
に

関
し
て
は
、
立
法
評
議
会
の
た
め
の
選
挙
資
格
を
自
由
化
し
た
。
同
法
は
、

総
督
及
び
立
法
評
議
会
に
、
本
国
の
同
意
を
得
て
、
任
命
制
及
び
選
挙
制

の
二
院
制
を
導
入
す
る
権
限
を
与
え
た
。
同
時
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
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一
一
七

三　

白
豪
主
義

（
一
）　

奴
隷
制

大
英
帝
国
に
は
、
か
つ
て
全
域
に
奴
隷
制
が
存
在
し
て
い
た
。
英
国
本

国
で
奴
隷
制
が
消
滅
し
た
の
は
一
七
七
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、

ロ
ン
ド
ン
で
、
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
（Jam

es S
om

erset

）
事
件
が
起
こ
っ

た
。
所
有
者
は
黒
人
奴
隷
の
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
を
働
か
せ
る
た
め
ジ
ャ
マ
イ

カ
に
送
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
は
人
身
保
護
令
状

の
救
済
を
受
け
、
裁
判
と
な
っ
た
。
高
等
法
院
（C

ourt of K
ing ’s 

B
ench

）
主
席
判
事
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
卿
（C

hief Justice W
illiam

 

M
ansfi eld

）
は
、
同
年
六
月
二
二
日
、
奴
隷
制
を
認
め
る
法
が
英
国
に

な
い
こ
と
を
理
由
に
「
こ
の
黒
人
は
放
免
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

判
決
し
た

（
28
）

。

こ
の
結
果
、
奴
隷
と
い
う
身
分
は
イ
ギ
リ
ス
の
法
で
は
存
在
し
な
い
こ

と
と
さ
れ
、
国
内
に
い
た
一
万
人
か
ら
一
万
四
千
人
の
奴
隷
は
解
放
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
こ
の
判
決
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
や
米
国
な
ど
に
は
効
力
を
持
た

な
か
っ
た
。
奴
隷
貿
易
の
廃
止
は
一
八
〇
七
年
の
奴
隷
貿
易
法
（S

lave 

T
rade A

ct 1807 （
29
）

）、
そ
し
て
植
民
地
を
含
む
全
面
的
な
廃
止
は

一
八
三
三
年
の
奴
隷
制
度
廃
止
法
（S

lavery A
bolition A

ct 1833 （
30
）

）

ま
で
待
つ
必
要
が
あ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、
流
刑
囚
と
い
う
無
償
の
労
働
力
が
あ
っ
た

同
憲
法
は
ま
た
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
総
督
に
、
執
行

委
員
会
の
助
言
を
得
て
公
職
を
任
命
す
る
権
限
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
議
会
か
ら
選
任
さ
れ
た
国
務
大
臣
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
と
い
う
意

味
で
責
任
政
府
（responsible governm

ent

）
を
樹
立
す
る
こ
と
は
、

明
示
的
に
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
規
定
は
明
ら
か
に
そ
れ
を
意

図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
各
植
民
地
は
、
次
々
と
起
草
し
た
憲
法
草
案
を

英
本
国
に
送
付
し
た
結
果
、
こ
の
時
期
以
降
、
各
植
民
地
は
次
々
と
そ
の

憲
法
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
タ
ス
マ
ニ
ア

（
21
）

及
び
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

（
22
）

は
一
八
五
五
年
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
一
八
五
六
年

（
23
）

、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ

ン
ド
は
一
八
六
七
年

（
24
）

、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
25
）

は
一
八
九
〇
年
に
、
そ
れ
ぞ

れ
英
国
議
会
の
制
定
し
た
法
律
と
い
う
形
で
、
自
主
憲
法
を
持
つ
に
至
っ

た
。な

お
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
よ
り

早
く
一
八
五
二
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
憲
法
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る

（
26
）

。

一
八
六
三
年
、
最
初
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
に
あ
る
全
植
民
地
会
議

（Intercolonial C
onference

）
が
メ
ル
ボ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
、
関
税
な

ど
共
通
の
関
心
事
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
こ
の
会
議
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

連
邦
が
成
立
す
る
ま
で
の
約
四
〇
年
間
に
合
計
八
三
回
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
る

（
27
）

。
い
わ
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
基
礎
と
な
る
会
議
体
で
あ

る
。



一
一
八

る
と
共
に
、
三
年
以
内
に
故
郷
の
島
に
帰
還
さ
せ
る
こ
と
も
求
め
て
い
た
。

し
か
し
政
府
の
監
督
官
は
、
船
長
か
ら
の
賄
賂
な
ど
で
籠
絡
さ
れ
て
い
た

た
め
、
こ
の
規
制
は
ほ
と
ん
ど
効
果
を
上
げ
な
か
っ
た

（
35
）

。

一
八
八
三
年
〜
一
八
八
五
年
に
は
、
南
太
平
洋
の
人
的
資
源
が
枯
渇
し

て
き
た
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
の
狩
り
出
し
が
行
わ
れ
る
様
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
労
働
力
と
し
て
は
不
適
切
だ
っ
た
の
で
、
そ

の
後
は
行
わ
れ
な
か
っ
た

（
36
）

。

こ
の
実
質
的
奴
隷
制
度
は
、
一
九
〇
一
年
に
太
平
洋
諸
島
労
働
者
法

（T
he P

acifi c Island L
abourers A

ct 1901

）
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
続

く
こ
と
に
な
る
。
同
年
、
白
豪
主
義
（W

hite A
ustralia policy

）
を

確
立
す
る
移
民
規
制
法
（Im

m
igration R

estriction A
ct 1901

）
が
制

定
さ
れ
る
が
、
同
法
制
定
の
六
日
後
に
、
同
法
の
一
部
と
し
て
制
定
さ
れ

た
の
が
こ
の
法
律
で
、
こ
れ
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
に
い
た
南
太

平
洋
先
住
民
全
員
が
強
制
送
還
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
法
に
基
づ
き
送
還

さ
れ
た
の
は
七
、五
〇
〇
人
に
達
し
た

（
37
）

。

（
二
）　

東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
る
中
国
貿
易
独
占
の
崩
壊

こ
の
時
期
、
対
中
国
貿
易
は
英
国
東
イ
ン
ド
会
社
（E

ast India 

C
om

pany

）
が
独
占
し
て
い
た
。
し
か
し
、
英
本
国
で
産
業
革
命
が
始
ま

り
、
ま
た
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
一
七
七
六
年
に
『
国
富
論
』
を
書
く
と
、

ス
ミ
ス
流
の
自
由
貿
易
論
は
、
知
識
人
や
政
治
家
の
間
で
多
数
派
を
形
成

た
め
、
当
初
の
時
点
で
は
奴
隷
労
働
に
依
存
す
る
必
要
は
無
か
っ
た
。
し

か
し
、
上
述
し
た
と
お
り
、
モ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
委
員
会
の
勧
告
に
よ
り
、

一
八
四
〇
年
以
降
、
徐
々
に
流
刑
制
度
が
廃
止
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の

結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
深
刻
な
労
働
力
不
足
に
見
舞
わ
れ
た
。

上
述
の
と
お
り
、
英
国
の
植
民
地
す
べ
て
で
、
そ
の
時
点
で
は
奴
隷
制

は
廃
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
正
式
に
そ
う
称
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
発
展
の
遅
れ
て
い
た
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
で
は
、
流
刑
制
度

が
廃
止
さ
れ
た
直
後
の
一
八
四
二
年
か
ら
一
九
〇
四
年
ま
で
の
間
、
農
園

労
働
者
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
、
事
実
上
の
奴
隷
制
度
が
存
在
し
て
い
た
。

初
期
に
は
内
陸
に
住
む
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
狩
り
出
さ
れ
て
使
役
さ
れ
て
い
た

が
、
や
が
て
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
や
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
居
住
す
る
先
住
民

（
31
）

を
狩
り
出
し
、
使
役
す
る
こ
と
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
をB

lackbirding

と
い
う

（
32
）

。

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
政
府
は
、
奴
隷
売
買
を
規
制
す
る
目
的
か
ら
、

一
八
六
八
年
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
労
働
者
法
（P

olynesian L
abourers A

ct 

of 1868

）
を
制
定
し
た

（
33
）

。
同
法
で
は
、
労
働
者
は
誘
拐
で
は
な
く
、
任

意
に
応
募
し
て
き
た
労
働
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
船
主
に
義
務
づ
け
た
。

形
式
的
に
は
彼
ら
は
奴
隷
で
は
な
く
、
一
年
間
に
六
ポ
ン
ド
の
俸
給
を
与

え
ら
れ
る
年
季
奉
公
（indentured servitude

）
労
働
者
と
さ
れ
て
い

た
が
、
実
際
に
は
俸
給
は
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る

（
34
）

。
同
法
は
、

同
時
に
農
園
所
有
者
に
そ
こ
で
働
く
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
労
働
者
数
を
申
告
す
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一
一
九

中
国
の
低
廉
で
優
秀
な
労
働
力
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
送
り
込
み
始
め
た

の
で
あ
る
。

（
三
）　

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
中
国
人
問
題

一
八
五
一
年
二
月
に
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
バ
サ
ー

ス
ト
（B

athurst

）
近
郊
で
砂
金
が
見
つ
か
っ
た
。
日
時
は
不
明
で
あ
る

が
、
こ
の
前
後
の
時
期
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

フ
ォ
ー
ド
（F

ranklinford

）
で
も
砂
金
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
そ
の
周
辺
各
地
で
続
々
と
金
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
世

界
各
地
か
ら
多
く
の
人
び
と
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
押
し
寄
せ
て
き
た
。

一
八
五
一
年
の
時
点
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
の
人
口
は
四
三
万
人
程

度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
が
一
八
七
一
年
に
は
一
七
〇
万
人
に
は
ね
上
が
っ

た
大
き
な
原
因
は
そ
れ
で
あ
っ
た
。
中
国
人
も
、
こ
の
年
に
初
め
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
た
の
で
あ
る

（
38
）

。

こ
の
時
点
で
の
金
の
採
掘
方
法
は
、
洗
鉱
（alluvial m

ining

）
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
金
の
小
さ
な
塊
は
地
表
近
く
の
土
や
砂
や
粘
土
に

混
じ
っ
て
存
在
し
て
い
た
の
で
、
大
量
の
水
で
そ
れ
を
洗
え
ば
、
沈
殿
物

の
中
に
金
が
見
つ
か
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
で
金
を
採
取
す

る
に
は
特
段
の
技
術
は
い
ら
な
い
が
、
大
変
厳
し
い
労
働
を
必
要
と
し
た
。

よ
り
多
く
労
働
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
金
が
得
ら
れ
た
。

欧
州
人
は
一
人
か
、
せ
い
ぜ
い
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
、
特
に
金
が
豊

し
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
る
イ
ン
ド
、
中
国
貿
易
の
独
占
状
態
を
非
難
す

る
声
が
高
ま
っ
た
。

東
イ
ン
ド
会
社
の
貿
易
独
占
は
、
国
王
の
特
許
状
（C

harter

）
に
基

づ
い
て
お
り
、
そ
れ
は
二
〇
年
ご
と
に
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
自
由
貿
易
論
が
強
ま
る
と
、
更
新
は
円
滑
に
は
行

わ
れ
な
く
な
り
、
ま
ず
一
七
九
三
年
に
、
イ
ン
ド
貿
易
の
一
部
が
自
由
化

さ
れ
た
。
つ
い
で
一
八
一
三
年
に
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
独
占
貿
易
が
終
了

し
た
。
そ
し
て
、
一
八
三
三
年
に
は
、
中
国
と
の
独
占
貿
易
も
終
了
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
事
会
社
と
し
て
の
機
能
は
終
焉
し
た

こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
対
中
国
貿
易
独
占
の
終
了
と
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
流
刑
制
度
の
終
了
が
ほ
ぼ
同
じ
時
期
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
他
方
に
お
い
て
、
阿
片
戦
争
の
結
果
、
一
八
四
二
年
に
締

結
さ
れ
た
南
京
条
約
に
よ
り
、
香
港
の
割
譲
等
の
他
、
広
州
、
福
州
、
廈

門
、
寧
波
、
上
海
の
五
港
が
開
港
さ
れ
、
貿
易
の
完
全
自
由
化
を
中
国
側

に
押
し
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
と
も
呼

ば
れ
る
ア
ロ
ー
号
戦
争
の
結
果
一
八
六
〇
年
に
締
結
さ
れ
た
北
京
条
約
で
、

イ
ギ
リ
ス
や
海
外
の
商
社
が
中
国
人
を
雇
用
す
る
権
利
を
承
認
さ
せ
た
こ

と
で
、
合
法
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に
中
国
人
を

送
り
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
多
く
の
英
国
の
会
社
が
対
中
国
貿
易
に
参
入
し
、
彼
ら
は



一
二
〇

か
っ
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
白
人
労
働
者
を
結
集
さ
せ
た
の
が
中
国
人

問
題
で
あ
る
。

雇
用
者
側
と
し
て
は
、
ど
う
せ
雇
用
す
る
な
ら
ば
、
元
囚
人
で
、
怠
惰

で
協
調
性
も
な
い
く
せ
に
高
給
を
要
求
す
る
白
人
労
働
者
よ
り
も
、
勤
勉

で
協
調
性
が
あ
り
、
低
賃
金
に
も
文
句
を
言
わ
な
い
中
国
人
労
働
者
の
方

が
、
好
ま
し
い
存
在
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
白
人
労

働
者
た
ち
は
、
折
か
ら
始
ま
っ
た
責
任
政
府
の
下
に
お
け
る
議
会
に
、
中

国
人
の
規
制
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

1　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
植
民
地
の
中
で
、
労
働
者
か
ら
の
陳
情
に
応
え

て
、
最
初
に
中
国
人
規
制
立
法
を
制
定
し
た
の
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地

で
、
一
八
五
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
国
人
移
民
法
（C

hinese 

Im
m
igration A

ct 1855

）
と
い
う
通
称
を
持
つ
こ
の
法
律
は
、
船
の
総

ト
ン
数
一
〇
ト
ン
ご
と
に
一
人
の
割
で
し
か
中
国
人
を
乗
せ
て
く
る
こ
と

は
で
き
ず
、
か
つ
、
上
陸
し
た
中
国
人
一
人
に
つ
き
一
〇
ポ
ン
ド
の
人
頭

税
を
課
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た

（
39
）

。

し
か
し
、
こ
の
法
律
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
に
直
接
上
陸
す
る
こ

と
を
規
制
す
る
だ
け
な
の
で
、
隣
接
す
る
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
や

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
に
上
陸
し
、
陸
路
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植

民
地
に
入
る
中
国
人
を
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

一
八
五
七
年
ま
で
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
の
中
国
人
労
働
者
数
は
二
万

か
な
鉱
床
を
採
掘
し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、
よ
り
豊
か
な
鉱
床
が
見
つ

か
っ
た
と
い
う
噂
が
流
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
鉱
床
を
捨
て
て
す
ぐ
に
移

動
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
実
際
に
豊
か
に
な
れ
た
者
は
ほ
と

ん
ど
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
中
国
人
は
、
よ
り
優
れ
た
方
法
を
導
入
し
た
。
彼
ら
は

大
き
な
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、
組
織
的
に
対
象
と
な
る
地
域
の
全
域
を
探

鉱
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
金
が
あ
れ
ば
、
中
国
人
グ
ル
ー
プ
は
必

ず
そ
れ
を
発
見
し
た
。
彼
ら
は
倹
約
し
て
共
同
で
生
活
し
、
ほ
と
ん
ど
の

欧
州
人
よ
り
も
長
時
間
戸
外
で
労
働
し
、
少
な
い
収
入
で
も
満
足
し
た
。

欧
州
人
は
、
中
国
人
に
対
し
て
、
一
つ
一
つ
を
取
れ
ば
些
細
な
、
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
の
不
満
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
国

人
は
安
息
日
に
も
働
く
と
か
、
泥
棒
だ
と
か
、
不
衛
生
な
習
慣
を
持
っ
て

い
る
と
か
、
低
賃
金
で
働
く
の
で
賃
金
水
準
を
引
き
下
げ
る
と
い
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
非
難
が
正
し
い
と
い
う
証
拠
は
な
か
っ
た
が
、
中

国
人
は
欧
州
人
と
は
明
確
に
異
な
る
風
俗
習
慣
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
欧

州
人
が
、
彼
ら
に
人
種
的
憎
悪
を
抱
く
よ
う
に
な
る
の
は
時
間
の
問
題
で

あ
っ
た
。

通
常
、
各
国
の
労
働
政
党
は
産
業
革
命
に
よ
る
労
働
運
動
の
高
ま
り
の

中
か
ら
誕
生
し
て
く
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
今
日
に
お
い
て

も
基
本
的
に
第
一
次
産
業
を
基
本
と
し
て
お
り
、
第
二
次
産
業
を
発
達
さ

せ
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
様
な
意
味
に
お
け
る
労
働
運
動
は
存
在
し
な
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一
二
一

の
中
で
、
一
番
有
名
な
の
が
一
八
六
一
年
六
月
三
〇
日
の
夜
に
ラ
ン
ビ
ン

グ
・
フ
ラ
ッ
ト
（L

am
bing F

lat

）
で
お
き
た
暴
動
で
あ
る
。
同
時
期
に

他
で
も
暴
動
が
起
き
た
が
、
そ
れ
ら
一
連
の
暴
動
の
総
称
と
し
て
ラ
ン
ビ

ン
グ
・
フ
ラ
ッ
ト
暴
動
（T

he L
am

bing F
lat R

iots

）
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
る

（
43
）

。

こ
の
時
期
、
約
一
、〇
〇
〇
人
の
中
国
人
が
、
ラ
ン
ビ
ン
グ
・
フ
ラ
ッ

ト
の
採
金
地
で
採
掘
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
夜
、
約
三
、〇
〇
〇
人
の
暴

徒
が
、
中
国
人
を
ラ
ン
ビ
ン
グ
・
フ
ラ
ッ
ト
か
ら
追
い
出
せ
と
叫
ん
で
採

金
地
に
雪
崩
れ
込
み
、
テ
ン
ト
を
破
壊
し
、
財
物
を
強
奪
し
た
。
こ
の
暴

動
が
起
き
た
き
っ
か
け
と
し
て
は
、
二
つ
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

第
一
に
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
議
会
が
、
再
度
の
中
国
人

排
除
法
の
制
定
を
否
決
し
た
と
い
う
噂
が
流
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

約
一
、五
〇
〇
人
の
新
し
い
中
国
人
グ
ル
ー
プ
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
噂

が
流
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

暴
動
が
起
き
る
と
、
警
察
は
直
ち
に
出
動
し
、
二
週
間
後
に
暴
動
の
首

謀
者
三
名
を
逮
捕
し
た
。
す
る
と
、
七
月
一
四
日
、
今
度
は
一
、〇
〇
〇

人
の
鉱
夫
が
警
察
キ
ャ
ン
プ
を
襲
撃
し
た
。
警
察
は
銃
で
応
戦
し
、
鉱
夫

一
名
が
死
亡
し
、
多
数
が
負
傷
し
た
。
結
局
、
現
地
の
治
安
を
回
復
す
る

た
め
に
二
八
〇
名
の
兵
士
等
が
シ
ド
ニ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
、
一
年
に
わ

た
っ
て
現
地
に
駐
屯
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
暴
動
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地

五
、四
〇
〇
人
に
達
し
て
い
た

（
40
）

。
そ
れ
に
伴
い
、
対
中
国
人
差
別
は
深
刻

化
し
て
い
っ
た
。

一
八
五
七
年
七
月
四
日
に
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
谷
（B

uckland V
alley

）

で
起
き
た
暴
動
で
は
、
一
〇
〇
人
ほ
ど
の
白
人
暴
徒
が
中
国
人
キ
ャ
ン
プ

を
襲
撃
し
て
い
る
。
多
く
の
中
国
人
が
殴
ら
れ
、
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
河
に
投

げ
込
ま
れ
、
そ
の
結
果
、
少
な
く
と
も
三
名
が
死
亡
し
、
中
国
人
キ
ャ
ン

プ
の
全
施
設
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
警
察
は
暴
動

の
首
謀
者
一
三
名
を
逮
捕
し
た
が
、
裁
判
で
陪
審
員
は
全
員
を
無
罪
と
し

た
（
41
）

。そ
こ
で
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
議
会
は
、
規
制
を
さ
ら
に
強
化
し
た

中
国
人
規
制
法
（C

hinese R
egulation A

ct
）
を
制
定
し
た

（
42
）

。
こ
の
法

律
は
、
入
国
時
に
一
〇
ポ
ン
ド
の
人
頭
税
を
課
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
滞

在
に
当
た
り
、
一
ヶ
月
に
一
ポ
ン
ド
の
人
頭
税
を
課
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

こ
の
法
律
は
一
定
の
効
果
を
上
げ
た
。

2　

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
に
最
初
に
中
国
人
の
移
民
数
を
制
限

す
る
法
案
が
提
案
さ
れ
た
の
は
一
八
五
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

は
、
雇
用
者
側
の
意
見
を
反
映
し
た
議
会
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。

北
京
条
約
が
締
結
さ
れ
、
中
国
人
労
働
者
が
一
層
流
入
し
て
く
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
た
一
八
六
〇
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地

の
金
鉱
で
、
反
中
国
人
暴
動
が
繰
り
返
し
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ



一
二
二

せ
て
い
る
。
同
法
は
、
同
植
民
地
に
入
国
す
る
中
国
人
に
対
し
二
〇
ポ
ン

ド
の
人
頭
税
を
課
し
た

（
47
）

。
同
時
に
採
金
地
法
（G

oldfi elds A
ct of 

1874

）
を
改
正
し
、「
ア
ジ
ア
系
及
び
ア
フ
リ
カ
系
人
種
（A

siatic and 

A
frican aliens

）」
に
対
し
、
金
鉱
夫
と
し
て
居
住
す
る
に
当
た
り
許
可

証
を
必
要
と
し
、
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
、
中
国
人
が
金
鉱
夫

に
な
る
こ
と
自
体
の
規
制
も
強
化
し
た

（
48
）

。
こ
の
様
な
手
数
料
は
、
中
国
人

の
負
担
限
度
を
超
え
て
い
た
の
で
、
中
国
人
の
入
国
者
数
は
減
少
に
転
じ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
同
植
民
地
の
場
合
、
太
平
洋
先
住
民
の
奴
隷
労
働
と
い
う
よ
り
深

刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
一
八
八
〇
年
太
平
洋
島
労
働
者
法

（T
he P

acifi c Island L
abourers A

ct of 1880

）
や
同
法
の
改
正
法

（T
he P

acifi c Island labourers A
ct of 1880 A

m
endm

ent A
ct of 

1884

）
が
制
定
さ
れ
た

（
49
）

。
同
法
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
を
輸
入
す
る
に
は
許

可
証
が
必
要
と
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
熱
帯
な
い
し
亜
熱
帯
の
農
業
労
働

者
に
の
み
付
与
さ
れ
た
。
彼
ら
は
牧
畜
業
に
応
募
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、

か
つ
海
岸
か
ら
三
〇
マ
イ
ル
以
内
の
農
園
で
の
み
働
く
こ
と
が
許
さ
れ
た
。

同
法
の
一
八
八
四
年
改
正
法
は
、
さ
ら
に
明
示
的
に
家
事
労
働
、
砂
糖

工
場
や
海
事
産
業
に
つ
く
こ
と
を
禁
止
し
、
開
墾
、
植
栽
や
除
草
な
ど
の

単
純
農
業
労
働
に
限
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
機
関
士
、
鍛
冶
屋
、

機
械
工
、
レ
ン
ガ
工
の
よ
う
な
熟
練
を
要
す
る
仕
事
を
白
人
労
働
者
の
た

め
に
保
護
し
た
の
で
あ
る
。

で
も
一
八
六
一
年
に
は
、
最
初
の
中
国
人
移
民
規
制
制
限
法
が
成
立
し
た
。

こ
の
法
律
も
、
そ
れ
に
先
行
す
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
法
と
同
じ
く
、
船
の
排

水
量
一
〇
ト
ン
あ
た
り
一
中
国
人
乗
客
し
か
乗
せ
ら
れ
な
い
も
の
と
し
、

か
つ
入
国
に
当
た
っ
て
の
人
頭
税
と
し
て
一
人
あ
た
り
一
〇
ポ
ン
ド
を
徴

収
し
た

（
44
）

。

こ
れ
に
よ
り
、
同
植
民
地
へ
の
中
国
人
の
流
入
は
阻
ま
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
同
法
は
中
国
人
金
鉱
掘
り
の
入
国
を
阻
む
た
め
の
も

の
だ
っ
た
の
で
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
に
お
け
る
ゴ
ー
ル

ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
終
わ
っ
た
一
八
六
七
年
に
廃
止
さ
れ
た

（
45
）

。

3　

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地

南
部
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
や
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地

に
お
け
る
入
国
規
制
の
強
化
に
伴
い
、
中
国
人
達
は
北
部
の
ク
ィ
ー
ン
ズ

ラ
ン
ド
植
民
地
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
植
民
地
の
中

国
人
人
口
は
増
え
続
け
た
。
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
の
中
国
人
人
口
は
、

一
八
七
一
年
に
三
、三
〇
〇
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
八
七
七
年
に
は

二
〇
、〇
〇
〇
人
に
達
し
た
の
で
あ
る

（
46
）

。

こ
の
結
果
、
同
植
民
地
の
パ
ル
マ
ー
河
採
金
地
（P

alm
er R

iver 

G
oldfi elds

）
で
、
一
八
七
七
年
、
中
国
人
鉱
夫
の
数
が
白
人
鉱
夫
の
人

数
を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
暴
動
が
起
き
た
。
そ
こ
で
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン

ド
で
も
、
そ
の
一
八
七
七
年
に
、
中
国
人
移
民
規
制
制
限
法
（C

hinese 

Im
m
igrants R

egulation and R
estriction A

ct of 1877

）
を
成
立
さ
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一
二
三

こ
れ
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
だ
け
で
な
く
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
植
民
地
及
び
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
に
跨
が
る
、
最
初
の
全
植
民

地
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
っ
た
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
鉱
夫
及
び
三
植
民
地
の
港
湾
労
働
者
も
支
援

し
た
。

一
一
月
一
七
日
に
は
、
二
一
人
の
港
湾
労
働
者
が
ス
ト
破
り
を
し
た
結

果
、
中
国
人
乗
組
員
を
乗
せ
て
出
航
で
き
た
の
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
蒸
気

船
会
社
は
最
低
限
の
操
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
一
二
月
七

日
に
そ
の
船
が
帰
港
し
て
く
る
と
、
群
衆
は
同
社
に
集
ま
り
、
帰
宅
し
よ

う
と
し
た
ス
ト
破
り
に
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
六
〇
人
の
警

官
と
六
名
の
騎
馬
警
官
が
群
衆
に
突
入
し
、
多
く
の
群
衆
を
殴
打
す
る
と

い
う
騒
動
に
発
展
し
た
。
結
局
、
会
社
側
と
海
員
の
間
に
一
九
七
九
年
一

月
二
日
に
、
そ
の
後
二
年
以
内
に
中
国
人
乗
組
員
を
全
員
解
雇
し
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
海
員
を
再
雇
用
す
る
と
い
う
妥
協
が
成
立
し
て
解
決
し
た

（
52
）

。

こ
の
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
低
廉
な
中
国
人
労
働
者
の
流
入
に

よ
り
、
白
人
は
雇
用
機
会
を
奪
わ
れ
、
あ
る
い
は
給
与
水
準
の
低
下
を
招

く
事
態
が
頻
発
し
て
き
た
。

こ
う
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
初
期
の
労
働
組
合
運
動
は
、
白

人
労
働
者
が
団
結
し
、
彼
ら
の
仕
事
を
維
持
す
る
権
利
の
た
め
に
戦
わ
な

い
場
合
、
白
人
は
必
然
的
に
敗
者
と
な
る
と
い
う
認
識
に
、
労
働
運
動
の

成
功
は
依
存
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
一
八
七
七
年
一
〇
月
、
西
オ
ー
ス
ト

4　

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
一
八
七
四
年
に
輸
入
労
働
者
登
録
法

（Im
ported L

abourers R
egistry A

ct of 1874

）
を
制
定
し
た

（
50
）

。
こ
れ

は
事
前
に
雇
用
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
外
国
人
（
中
国
人
、
イ
ン
ド
人
、

マ
レ
ー
人
な
ど
を
意
味
し
た
）
労
働
者
の
入
国
を
禁
じ
る
一
方
で
、
入
国

を
許
可
さ
れ
た
者
が
奴
隷
的
扱
い
を
受
け
な
い
よ
う
に
保
護
す
る
内
容
で

あ
っ
た
。
一
八
八
六
年
採
金
地
法
（G

oldfi elds A
ct of 1886

）
に
至
り
、

中
国
人
の
採
金
地
で
の
就
労
を
禁
じ
た

（
51
）

。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
就

労
は
禁
じ
て
い
な
か
っ
た
。
人
口
の
少
な
い
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

そ
れ
だ
け
中
国
人
労
働
力
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
入
国
し
た
上
で
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
な
ど
、
中
国
人
入
国
規
制
の
厳
し
い
植
民
地
へ
移
動
す
る
と

い
う
抜
け
穴
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
終
わ
っ
た
ニ
ュ
ー
サ
ウ

ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
も
、
中
国
人
は
そ
の
後
も
様
々
な
職
場
で
働
き
続
け
た
。

例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
蒸
気
船
運
航
会
社
（T

he A
ustralasian 

S
team

 N
avigation C

om
pany

）
で
は
、
一
八
七
八
年
後
半
に
、
そ
の

雇
用
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
海
員
を
す
べ
て
中
国
人
海
員
に
置
き
換
え

る
と
い
う
決
定
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
全
海

員
が
一
八
七
八
年
一
一
月
一
七
日
に
激
し
い
ス
ト
ラ
イ
キ
を
敢
行
し
た
。



一
二
四

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
一
八
九
〇
年
に
な
っ
て
初
め
て
自
治
権
が

認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
同
種
立
法
を
行
っ
た
。

一
八
九
六
年
、
全
植
民
地
労
働
組
合
会
議
（Intercolonial T

rade 

U
nion C

ongress

）
は
、
そ
れ
ま
で
の
中
国
人
移
民
に
対
す
る
反
対
を
、

全
非
欧
州
系
人
種
に
拡
大
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
時
が
、
白
豪
主

義
の
明
確
な
誕
生
と
言
う
こ
と
に
な
る

（
57
）

。

一
八
九
八
年
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
は
移
民
制
限
法
を
制

定
し
た

（
58
）

。
規
制
対
象
を
中
国
人
か
ら
、
大
英
帝
国
臣
民
を
含
む
す
べ
て
の

非
欧
州
系
人
種
に
拡
大
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
規
制
の
手
段

は
、
悪
名
高
い
欧
州
文
字
の
書
き
取
り
テ
ス
ト
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
中
国
人
人
口
は
全
体
と
し
て
は
ゆ
っ
く
り
と
減
少
に
向

か
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ド
ニ
ー
の
中
国
人
人
口
は
逆
に
増
加
し
た
。
入
国

が
認
め
ら
れ
る
特
殊
な
カ
テ
ゴ
リ
に
属
す
る
中
国
人
や
、
早
く
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
来
て
い
て
居
住
権
を
有
す
る
か
、
帰
化
し
て
い
た
中
国
人
に

と
り
、
都
市
部
は
よ
り
魅
力
的
な
も
の
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

四　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
成
立
へ
の
道

（
一
）　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
植
民
地
会
議

各
植
民
地
が
責
任
政
府
の
形
成
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
す
ぐ
、

植
民
地
政
府
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
全
植
民
地
会
議
と
い
う
、
各
植
民
地

を
統
括
す
る
機
関
を
形
成
し
た
。
防
衛
、
移
民
、
貿
易
、
労
働
、
さ
ら
に

ラ
リ
ア
を
除
く
す
べ
て
の
植
民
地
か
ら
、
各
業
種
の
労
働
者
の
代
表
が
集

ま
っ
て
最
初
の
全
植
民
地
労
働
組
合
会
議
（Intercolonial T

rades 

U
nion C

ongress

）
が
開
か
れ
、
中
国
人
の
排
斥
を
決
議
し
た

（
53
）

。
こ
の
会

議
は
、
そ
の
後
、
一
八
八
四
年
及
び
一
八
八
五
年
に
も
開
催
さ
れ
、
中
国

人
の
排
斥
を
決
議
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
白
人
労
働
者
の
運
動
の
圧
力
の
結
果
、
ま
ず
南
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
中
国
人
流
入
制
限
法
が
、
全
植
民
地
会
議
（Intercolonial 

C
onference

）
の
承
認
を
得
て
成
立
し
、
つ
い
で
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー

ル
ズ
や
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
で
も
同
様
の
中
国
人
流
入
制
限
法
が
成
立
し
た

（
54
）

。

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
法
律
の
場
合
、
船
の
排
水
量
一
〇
〇
ト
ン

あ
た
り
一
中
国
人
乗
客
し
か
乗
せ
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
い
て
、

一
八
六
一
年
法
よ
り
格
段
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
か
つ
入
国
に

当
た
っ
て
の
人
頭
税
と
し
て
は
一
八
六
一
年
法
同
様
に
、
一
人
あ
た
り

一
〇
ポ
ン
ド
を
徴
収
し
た

（
55
）

。

同
法
は
一
八
八
八
年
に
廃
止
さ
れ
、
代
わ
っ
て
一
八
八
八
年
中
国
人
制

限
・
規
制
法

（
56
）

が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
は
、
前
法
を
さ
ら
に
厳
格
化
し
、
船

の
排
水
量
三
〇
〇
ト
ン
に
つ
き
、
一
人
の
中
国
人
乗
客
し
か
乗
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
と
し
、
か
つ
入
国
に
あ
た
っ
て
の
人
頭
税
を
一
〇
〇
ポ

ン
ド
に
値
上
げ
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
法
で
許
容
さ
れ
た
例
外

的
な
者
を
除
き
、
中
国
人
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
へ
の
入
国
な
い

し
再
入
国
を
不
可
能
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
二
五

の
島
々
も
統
合
す
る
こ
と
を
論
議
し
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
の
首

相
グ
リ
フ
ィ
ス
（S

am
uel G

riffi  ths

）
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
評

議
会
を
設
立
す
る
た
め
の
法
案
を
起
草
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

英
国
議
会
は
、
こ
れ
を
受
け
て
一
八
八
五
年
八
月
一
四
日
に
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
連
邦
評
議
会
法
（F

ederal C
ouncil of A

ustralasia A
ct 

1885

（U
K

））
を
可
決
・
成
立
さ
せ
、
こ
れ
に
対
応
し
て
各
評
議
会
も
そ

の
国
内
法
を
成
立
さ
せ
た
の
で
、
こ
こ
に
連
邦
評
議
会
が
成
立
し
た
。
し

か
し
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
及
び
南
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
植
民
地
は
、
こ
の
評
議
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
控
え
た
。

こ
の
評
議
会
が
何
の
行
政
権
も
持
た
ず
、
ま
た
独
自
の
財
源
を
保
っ
て
い

な
い
こ
と
が
理
由
だ
っ
た
。
特
に
こ
の
時
点
で
最
も
強
力
な
植
民
地
だ
っ

た
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
不
参
加
は
、
こ
の
評
議
会
が

一
八
八
九
年
に
崩
壊
し
た
大
き
な
理
由
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
連
邦

形
成
へ
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
三
）　

第
一
次
制
憲
会
議

連
邦
評
議
会
制
度
の
不
備
を
認
識
し
た
パ
ー
ク
ス
は
、
連
邦
形
成
に
向

け
て
の
第
二
の
試
み
を
一
八
八
九
年
一
〇
月
二
四
日
に
行
っ
た
。
テ
ン

タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
芸
術
学
校
で
、
彼
は
「
テ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
講
演

（T
enterfi eld O

ration

）」
と
呼
ば
れ
る
有
名
な
講
演
を
行
い
、
そ
の
中

で
、
連
邦
政
府
の
必
要
性
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
パ
ー
ク
ス
は
、
国
土
の

は
国
民
と
し
て
の
誇
り
と
い
っ
た
問
題
は
、
植
民
地
時
代
の
重
要
な
課
題

に
成
長
し
、
そ
れ
ら
が
植
民
地
の
統
一
を
形
成
す
る
上
で
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。

（
二
）　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
評
議
会

一
八
八
一
年
一
月
に
、
全
植
民
地
会
議
が
関
税
問
題
を
討
議
す
る
た
め

に
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
な
ど
の
植
民

地
は
自
由
貿
易
を
信
奉
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
だ

け
は
、
保
護
関
税
は
地
域
産
業
を
支
援
し
奨
励
す
る
上
で
有
効
だ
と
し
、

他
の
植
民
地
か
ら
の
輸
入
品
に
も
関
税
を
課
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
会
議
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
は
、
連
邦
議
会
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
最
初
の
時
と
し
て
歴
史
に

刻
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
首
相
で

あ
っ
た
パ
ー
ク
ス
（S

ir H
enry P

arkes

）
が
、
こ
の
よ
う
な
植
民
地
間

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
統
一
評
議
会
を
作
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を

提
案
し
た
の
で
あ
る
。
今
日
、
パ
ー
ク
ス
は
「
連
邦
の
父
（F

ather of 

F
ederation

）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

一
八
八
三
年
一
一
月
及
び
一
二
月
に
、
や
は
り
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
植
民
地
会
合
（A

ustralasian intercolonial 

convention

）
に
は
六
植
民
地
ば
か
り
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
植

民
地
及
び
フ
ィ
ジ
ー
植
民
地
も
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
彼
ら
は
近
隣



一
二
六

（
四
）　

第
二
次
制
憲
会
議

こ
う
し
て
、
こ
の
時
の
試
み
は
失
敗
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
を

作
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
そ
の
も
の
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
生
者
協
会
（A

ustralian N
atives 

A
ssociation

＝A
N
A （

61
）

）
は
、
一
八
九
三
年
に
、
第
二
の
憲
法
制
定
会
議

を
開
催
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
時
は
、
制
憲
会
議
の
代
議
員
は
、

各
植
民
地
政
府
で
は
な
く
、
各
植
民
地
の
民
衆
か
ら
選
挙
さ
れ
る
こ
と
と

し
、
か
つ
そ
の
成
案
は
住
民
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
て
い
た
点
に
、
最
初
の
制
憲
会
議
と
の
違
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
の
制
定
と
同
じ
方
式
で
あ
り
、
そ
の
強
い
影
響
が

認
め
ら
れ
る
。

第
二
次
制
憲
会
議
（
一
八
九
七
│
一
八
九
八
）
は
、
ア
デ
レ
ー
ド
で
始

ま
り
、
つ
い
で
シ
ド
ニ
ー
に
移
動
し
、
最
後
に
メ
ル
ボ
ル
ン
で
開
催
さ
れ

た
一
連
の
会
議
と
い
う
方
式
で
行
わ
れ
た
。
パ
ー
ク
ス
は
、
そ
の
前
年
に

亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
第
二
法
憲
会
議
に
は
出
席
し
て
い
な
か
っ

た
。
彼
に
代
わ
っ
て
、
こ
の
会
議
で
は
、
そ
の
時
点
で
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
上
院
議
員
で
あ
っ
た
バ
ー
ト
ン
（S

ir E
dm

und 

B
arton

）
が
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
結
果
、
責
任
政
府
と
民

主
主
義
を
基
本
原
則
と
し
て
、
憲
法
草
案
は
策
定
さ
れ
た
。

Ａ
Ｎ
Ａ
の
提
案
に
従
い
、
一
八
九
八
年
に
、
住
民
投
票
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
タ
ス
マ
ニ

防
衛
の
た
め
の
統
一
的
な
植
民
地
軍
の
必
要
性
を
説
き
、
ま
た
連
邦
政
府

と
連
邦
議
会
の
詳
細
を
定
義
す
る
連
邦
憲
法
を
定
め
る
目
的
で
の
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
評
議
会
の
開
催
を
求
め
た

（
59
）

。

全
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
会
議
は
、
パ
ー
ク
ス
を
議
長
と
し
て
、
一
八
九
一

年
三
月
か
ら
四
月
の
間
、
シ
ド
ニ
ー
の
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
各
植
民

地
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
代
表
団
は
、
連
邦
の
名
称
を
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
連
邦
（C

om
m
onw

ealth of A
ustralia

）
と
決
め
た
。
こ
の

憲
法
案
は
、
米
国
憲
法
と
、
そ
の
時
点
で
既
に
存
在
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
基
礎
に
な
る
数
々
の
英
国
法
の
混
血
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ

る
（
60
）

。会
議
の
代
表
者
は
、
自
ら
の
植
民
地
議
会
に
直
ち
に
こ
の
憲
法
草
案
を

提
示
す
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
理
由
は
、
一
八
九
〇
年
代
は
、
ど
の
植
民
地
政
府
も
、
深
刻
な
経
済

不
況
と
高
い
失
業
率
、
そ
れ
に
頻
発
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
問
題
に
目
を
向
け

て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
先
に
存
在
し
た
連
邦
評
議
会
が

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
不
参
加
に
よ
り
崩
壊
し
た
こ
と
か
ら
、
今

度
の
そ
れ
に
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
果
た
し
て
全
面
的
に
支
援
し

て
い
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
他
の
植
民
地
が
待
機
し
た
こ

と
に
も
原
因
が
あ
っ
た
。



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
二
七

と
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

の
賛
成
票
は
一
〇
万
七
四
二
〇
票
に
達
し
た
の
で
、
こ
れ
を
受
け
て

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
議
会
は
、
初
め
て
実
施
法
を
可
決
し
、
賛
成

で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
た
。

（
五
）　

英
本
国
の
立
法
化

植
民
地
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
英
国
の
支
配
下
に
あ
る
の
で
、
連
邦
を

設
立
す
る
に
は
、
憲
法
案
が
法
律
と
し
て
英
国
議
会
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ

る
必
要
が
あ
っ
た
。
バ
ー
ト
ン
な
ど
数
名
が
こ
の
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
を
訪

問
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
憲
法
法
（T

he C
om

m
onw

ealth of A
ustralia 

C
onstitution A

ct 1900

（U
K

））
は
七
月
五
日
に
議
会
を
通
過
し
、
同

九
日
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
裁
下
を
得
た
。

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
は
、
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
住
民

投
票
を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
憲
法
制
定
過
程
に
お
い
て
、

同
州
の
み
を
対
象
と
す
る
特
則
を
得
た

（
63
）

ば
か
り
で
は
な
く
、
連
邦
政
府
が

大
陸
横
断
鉄
道
の
建
設
を
約
束
す
る
こ
と
を
連
邦
参
加
の
条
件
に
し
て
い

た
の
で
、
そ
の
約
束
が
な
さ
れ
る
ま
で
住
民
投
票
を
し
よ
う
と
し
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
住
民
投
票
は
一
九
〇
〇
年
七
月
に
実
施
さ
れ
、
他
の
植
民

地
か
ら
金
探
し
に
来
て
い
た
有
権
者
の
お
か
げ
で
、
圧
倒
的
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。

ア
の
各
植
民
地
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
四
つ
の
植
民
地
す
べ
て
で
過

半
数
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
議
会

は
、
そ
れ
以
前
に
、
賛
成
投
票
が
八
万
票
を
超
え
て
い
た
場
合
を
除
き
、

過
半
数
の
賛
成
が
あ
っ
て
も
連
邦
憲
法
を
受
け
入
れ
な
い
こ
と
を
決
め
て

い
た
。
他
の
す
べ
て
の
植
民
地
で
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
が
得
ら
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
唯
一
、
賛
成
票
は
七
万

一
五
九
五
票
に
留
ま
っ
た
の
で
、
憲
法
草
案
は
議
会
を
通
過
し
な
か
っ
た
。

連
邦
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の

全
面
的
な
支
持
が
必
要
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
不
満
を
解
消
す
る
た
め
に
、
一
般
公
衆
は

も
ち
ろ
ん
、
メ
デ
ィ
ア
ま
で
も
閉
め
出
し
て
開
催
さ
れ
た
植
民
地
首
相
の

秘
密
会
議
で
、
い
く
つ
か
の
点
が
修
正
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
連

邦
の
首
都
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
領
土
内
に
位
置
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
た

（
62
）

。

住
民
投
票
の
第
二
ラ
ウ
ン
ド
は
、
一
八
九
九
年
に
行
わ
れ
、
賛
成
投
票

が
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

及
び
タ
ス
マ
ニ
ア
の
各
植
民
地
で
過
半
数
を
占
め
た
。
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン

ド
は
、
第
一
回
の
住
民
投
票
を
実
施
し
な
か
っ
た
し
、
こ
の
時
も
住
民
投

票
を
行
わ
な
か
っ
た
。
仮
に
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
再
び
憲
法
案

を
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
が
投
票
を
し
て
も
無
駄
な

の
で
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
投
票
結
果
を
待
っ
て
か
ら
行
う
こ



一
二
八

さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
総
督
と
な
る
と
い
う
常
例
が
確
立
す
る

の
は
一
九
六
五
年
に
第
一
六
代
総
督
と
し
て
ケ
ー
シ
ー
（R

ichard 

G
avin G

ardiner C
asey, B

aron C
asey

）
が
任
命
さ
れ
た
以
降
ま
で
待

た
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
ブ
ラ
イ
ス
（Q

uentin A
lice L

ouise 

B
ryce

）
は
第
二
五
代
総
督
と
な
る
。

（
六
）　

移
民
規
制
法

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
到
着
し
た
総
督
は
、
若
干
の
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た

が
、
衆
目
の
一
致
す
る
バ
ー
ト
ン
を
初
代
首
相
に
任
命
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
内
政
自
治
権
を
獲
得
し
た
が
、
外
交
権
は
な
お
イ

ギ
リ
ス
の
手
に
あ
っ
た
。

バ
ー
ト
ン
内
閣
の
最
初
の
仕
事
は
、
総
選
挙
の
実
施
で
あ
っ
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
と
し
て
の
最
初
の
選
挙
は
一
九
〇
一
年
三
月
九
日
に
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
選
挙
に
お
い
て
、
バ
ー
ト
ン
を
党
首
と
す
る
貿
易
保
護

党
（
64
）

が
無
事
に
第
一
党
と
し
て
の
地
位
を
占
め
た
。

新
し
い
首
都
が
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
建
設
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
メ
ル
ボ
ル
ン

の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
議
事
堂
が
暫
定
的
に
連
邦
議
事
堂
と
し
て
使
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
三
月
一
三
日
に
、
公
式
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

バ
ー
ト
ン
が
連
邦
議
会
の
最
初
の
会
期
に
提
案
し
、
英
国
王

（
65
）

の
裁
下
を

一
九
〇
一
年
一
二
月
二
三
日
に
得
て
発
効
し
た
制
定
法
が
、
白
豪
主
義
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
悪
名
高
い
移
民
規
制
法
（Im

m
igration R

estriction 

こ
こ
ま
で
の
各
植
民
地
の
承
認

状
況
を
一
表
に
ま
と
め
る
と
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
は
、
九
月

一
七
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

憲
法
法
は
一
九
〇
一
年
一
月
一
日

に
発
効
す
る
と
宣
言
し
た
。

同
月
、
英
国
生
ま
れ
の
ホ
ー
プ

（John A
drian L

ouisH
ope, 

seventh E
arl of H

opetoun

）

が
、
現
地
に
お
け
る
女
王
の
代
理

人
た
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総
督
に

発
令
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

生
ま
れ
の
人
間
が
総
督
と
し
て
発

令
さ
れ
る
の
は
、
一
九
三
一
年
に

第
九
代
総
督
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
最
高
裁
判
所
（H

igh 

C
ourt of A

ustralia

）

長

官

だ
っ
た
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
（S

ir 

Isaac A
lfred Isaacs

）
が
任
命

さ
れ
る
ま
で
待
つ
必
要
が
あ
る
。

植民地 授権法の可決 第 1 回住民投票 第 2 回住民投票

南オーストラリア 1895年12月20日 1898年 6 月 4 日 1899年 4 月29日

ニューサウスウェールズ 1895年12月23日 1898年 6 月 3 日 1899年 6 月20日

タスマニア 1896年 1 月10日 1898年 6 月 3 日 1899年 6 月27日

ヴィクトリア 1896年 3 月 7 日 1898年 6 月 3 日 1899年 7 月27日

クィーンズランド 1899年11月 4 日 1899年 9 月 2 日

西オーストラリア 1900年 6 月13日 1900年 7 月31日

出典＝ http://foundingdocs.gov.au/item-sdid-82.html



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
二
九

る
者
で
あ
っ
て
も
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

﹇
終
わ
り
に
﹈

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
が
形
成
さ
れ
た
理
由
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
建
国
後
最
初
の
内
閣
が
貿
易
保
護
党
で
あ
っ

た
こ
と
、
議
会
の
最
初
の
立
法
が
移
民
規
制
法
で
あ
っ
た
こ
と
に
端
的
に

示
さ
れ
る
と
お
り
、
そ
の
中
心
的
な
目
的
が
白
豪
主
義
に
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
後
の
同
国
は
、
白
豪
主
義
を
守
る
た
め
に
、
文
字
通
り
血
の
代
価
を

支
払
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
や
が
て
流
れ
が
変
わ
り
、
今
日
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
人
種
の
共
存
を
目
指
す
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
国
家
を
目
指
す
存
在
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
激
動
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
。

（
1
） 

本
稿
で
使
用
し
て
い
る
統
計
数
値
は
、
い
ず
れ
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
統

計
局
の
資
料
に
よ
る
。

http://w
w
w
.abs.gov.au/w

ebsitedbs/censushom
e.nsf/hom

e/data?
opendocum

ent&
navpos=200

（
2
） 

タ
ス
マ
ン
（A

bel Janszoon T
asm

an

、
一
六
〇
三
年
│
一
六
五
九
年
）

は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
探
検
家
で
、
特
に
東
イ
ン
ド
会
社
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の
命

令
で
行
っ
た
一
六
四
二
〜
三
年
の
航
海
と
一
六
四
四
年
の
航
海
が
有
名
で
あ
る
。

一
六
四
三
年
に
は
現
在
の
タ
ス
マ
ニ
ア
島
（
彼
の
名
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
て

い
る
）
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ジ
ー
へ
到
達
し
た
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
一
六
四
四
年
の
航
海
で
、
本
文
に
述
べ
た
と
お
り
、

A
ct 1901

）
で
あ
る

（
66
）

。

こ
の
法
律
のIm

m
igration

と
い
う
言
葉
は
、
通
常
移
民
を
意
味
す
る

し
、
移
民
規
制
法
と
い
う
の
は
定
訳
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
そ

れ
に
従
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
内
容
は
入
国
管
理
法
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
同
法
は
、
特
定
の
種
類
の
人
び
と
の
入
国
に
つ
い
て
は
無

条
件
で
承
認
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
英
国
陸
海
軍
軍
人
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
港
に
入
港
し
た
船
の
船
長
及
び
乗
組
員
、
す
で
に
移
民
が
認
め

ら
れ
て
い
る
者
の
家
族
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
元
住
民
、
外
国
政
府
か
ら

公
務
で
派
遣
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
他
方
、
特
定
の
種
類
の
者
に
つ
い
て
は

自
動
的
に
入
国
を
拒
否
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
病
気
に
感
染
し
て
い

た
者
、
売
春
婦
や
売
春
斡
旋
業
者
と
し
て
近
時
投
獄
さ
れ
た
者
、「
馬
鹿

（idiots

）」
や
「
非
常
識
（insane

）」
な
者
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
入
国
拒
否
の
対
象
の
筆
頭
に
来
る
の
は
次
の
者
で
あ
る
。

「
入
国
官
に
、
入
国
官
立
ち
会
い
の
下
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
指
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
に
従
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
の
五
〇
語
か
ら
な
る
文

章
を
口
述
筆
記
し
、
サ
イ
ン
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
者

（
67
）

」

こ
こ
で
の
問
題
は
、
識
字
テ
ス
ト
の
対
象
が
英
語
で
は
な
く
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
言
語
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
英
語
を
全
く

話
す
こ
と
の
で
き
な
い
移
民
で
も
、
欧
州
系
で
あ
れ
ば
こ
の
識
字
テ
ス
ト

は
容
易
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
方
、
中
国
人
な
ど
の
場
合
に
は
、

試
験
を
難
し
く
す
る
こ
と
で
、
英
語
が
日
常
レ
ベ
ル
で
は
問
題
な
く
話
せ



一
三
〇

（
7
） 

海
賊
法
の
正
式
名
称
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

A
n A

ct for the further preventing R
obbery, B

urglary, and other 
F
elonies, and for the m

ore eff ectual T
ransportation of F

elons, and 
unlaw

ful E
xporters of W

ool

（4 G
eo. I cap. 11

）

（
8
） A

lbion

は
イ
ギ
リ
ス
の
古
名
で
「W

hite L
and

」（
白
亜
の
国
、
白
い
国
）

を
意
味
し
て
お
り
、
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
島
の
南
部
海
岸
を
ド
ー
バ
ー
海
峡
か

ら
眺
め
る
と
、
白
亜
質
の
断
崖
が
白
く
見
え
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
る
。

（
9
） N

ew
 S

outh W
ales A

ct 1787

（27 G
eo III c 2

）（U
K

）。
な
お
参
照

＝L
aw

 &
 justice in A

ustralia
http://w

w
w
.sl.nsw

.gov.au/discover_collections/history_nation/
justice/index.htm

l

（
10
） 

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.ccentre.w

a.gov.au/175thA
nniversary/B

riefH
istory/

P
ages/A

rrivaloftheF
irstS

ettlers.aspx

（
11
） 

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
下
さ
れ
た
勅
許
状
の
原
文
は
次
を
参
照
。

http://foundingdocs.gov.au/resources/transcripts/sa2_doc_1836.
pdf

こ
こ
は
、
他
の
植
民
地
と
異
な
り
、
流
刑
地
で
は
な
く
、
自
由
民
の
入
植
で

植
民
地
が
建
設
さ
れ
、
流
刑
地
と
な
ら
な
か
っ
た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

（
12
） 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。

田
中
嘉
彦
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
議
会
制
度
│
議
会
改
革
の
史
的
展
開
と

政
治
シ
ス
テ
ム
の
変
容
│
」
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
平
成
二
四
年
九
月
号
五
一
頁
以
下
。

（
13
） N

ew
 S

outh W
ales A

ct 1823

（4 G
eo IV

 c 96

）（U
K

）

（
14
） A

ustralian C
ourts A

ct 1828

（9 G
eo IV

 c 83

）（U
K

）

（
15
） 
カ
ナ
ダ
植
民
地
統
治
法
（31 G

eo. 3. c.31

）
は
、
別
名
を
聖
職
者
基
金

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
西
海
岸
を
発
見
し
た
。

（
3
） N

ova H
ollandia

は
、
ラ
テ
ン
語
で
新
ホ
ラ
ン
ド
を
意
味
す
る
。
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ド
の
ホ
ラ
ン
ド
州
は
、
現
在
は
南
北
二
州
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
デ
ン･

ハ
ー
グ
な
ど
が
所
在
す
る
こ
と
に
示

さ
れ
る
と
お
り
、
同
国
の
中
心
的
な
州
で
あ
る
。
こ
れ
が
訛
っ
て
、
日
本
で
同

国
が
一
般
に
オ
ラ
ン
ダ
と
呼
ば
れ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
） 

一
七
六
六
年
、
王
立
協
会
は
ク
ッ
ク
を
金
星
の
日
面
通
過
の
観
測
を
目
的

に
南
太
平
洋
へ
派
遣
し
た
。
タ
ヒ
チ
島
で
そ
の
観
測
を
行
っ
た
後
、
ク
ッ
ク
は

南
太
平
洋
を
探
検
し
、
一
七
六
九
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
到
達
し
、
さ
ら

に
タ
ス
マ
ニ
ア
島
に
行
こ
う
と
し
て
嵐
に
流
さ
れ
、
一
七
七
〇
年
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
東
海
岸
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

（
5
） T

erra nullius

は
、
ラ
テ
ン
語
で
何
人
に
も
属
さ
な
い
土
地
を
意
味
す
る
。

ロ
ー
マ
法
上
の
概
念
で
あ
り
、
一
八
世
紀
の
国
際
法
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る

国
の
主
権
に
も
服
し
て
い
な
い
土
地
な
い
し
従
前
存
在
し
た
主
権
が
失
わ
れ
て

い
る
土
地
を
意
味
し
た
。
欧
州
列
強
は
、
他
国
を
侵
略
す
る
方
法
と
し
て
三
つ

の
法
的
手
段
を
有
し
て
い
た
。
第
一
に
征
服
で
あ
り
、
英
国
の
イ
ン
ド
征
服
な

ど
が
代
表
例
で
あ
る
。
第
二
に
割
譲
で
あ
り
、
南
京
条
約
に
よ
る
香
港
の
割
譲

な
ど
が
代
表
例
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
が
、
こ
の
無
主
の
土
地
の
先
占
で
、

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
よ
る
台
湾
の
占
有
な
ど
が
代
表
例
で
あ
る
。

（
6
） 

フ
リ
ン
ダ
ー
ス
が
一
八
一
四
年
に
著
し
た
書“A

 V
oyage to terra 

A
ustralis ”

は
広
く
読
ま
れ
、
同
書
の
中
で
彼
が
こ
の
大
陸
を“A

ustralia ”

と
呼
称
し
た
こ
と
か
ら
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
総
督
マ
コ
ー
リ
ー

（L
achlan M

acquarie

）
は
、
一
八
一
七
年
に
こ
れ
を
公
式
に
認
定
す
る
こ
と

を
勧
告
し
、
こ
れ
を
受
け
て
一
八
二
四
年
に
英
国
海
軍
法
に
よ
り
正
式
に
こ
の

大
陸
の
名
前
がA

ustralia

と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
名
付
け
親
と
い
わ
れ
る
。



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
三
一

てV
an D

iem
en ’s L

and

と
い
う
名
を
付
け
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
は
英
国
も

そ
れ
に
し
た
が
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
一
八
五
四
年
に
憲
法
草
案
を
作
成
し
、

一
八
五
五
年
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
裁
下
を
え
て
い
る
。
英
国
が
タ
ス
マ
ン

の
業
績
を
記
念
し
て
、
タ
ス
マ
ニ
ア
と
改
名
す
る
の
は
一
八
五
六
年
の
こ
と
で

あ
る
。

http://foundingdocs.gov.au/item
-sdid-34.htm

l

（
22
） 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
憲
法
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

http://foundingdocs.gov.au/item
-sdid-19.htm

l

（
23
） 

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
憲
法
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

http://foundingdocs.gov.au/item
-sdid-42.htm

l

（
24
） 

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
憲
法
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.legislation.qld.gov.au/L

E
G
IS

L
T
N
/C

U
R
R
E
N
T
/C

/
C
onstA

1867.pdf

（
25
） 

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
憲
法
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

http://foundingdocs.gov.au/item
-sdid-12.htm

l

（
26
） N

ew
 Z

ealand C
onstitution A

ct 1852

（U
K

）（15 &
 16 V

ict. c. 72

）

（
正
式
名
称
は
、「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
に
代
表
制
憲
法
を
認
許
す
る
法

律
（A

n A
ct to grant a R

epresentative C
onstitution to the C

olony of 
N
ew

 Z
ealand

）」）

（
27
） 

全
植
民
地
会
議
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.abc.net.au/ra/federasi/tem

a1/aus_tim
eline_e.pdf

（
28
） S

om
erset v S

tew
art

（1772

） 98 E
R
 499 

（
29
） 

正
式
名
称
をA

n A
ct for the A

bolition of the S
lave T

rade

（47

° 
G
eorgii III, S

ession 1, cap. X
X
X
V
I

）
と
い
う
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は

次
を
参
照
。

http://w
w
w
.pdavis.nl/L

egis_06.htm

法
（C

lergy E
ndow

m
ents A

ct

）
と
い
う
。
正
式
名
称
はA

n A
ct to 

repeal certain P
arts of an A

ct, passed in the fourteenth Y
ear of his 

M
ajesty ’s R

eign, intituled, A
n A

ct for m
aking m

ore effectual 
P
rovision for the G

overnm
ent of the P

rovince of Q
uebec, in N

orth 
A
m
erica; and to m

ake further P
rovision for the G

overnm
ent of the 

said P
rovince.

と
い
う
。
一
七
九
〇
年
六
月
一
〇
日
に
英
国
議
会
を
通
過
し
、

一
九
七
一
年
一
二
月
二
六
日
施
行
さ
れ
た
。

（
16
） 

連
合
法
の
正
式
名
称
は
次
の
と
お
り
。

T
he B

ritish N
orth A

m
erica A

ct, 1840

（3 &
 4 V

ictoria, c.35

）

（
17
） 

モ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
委
員
会
一
八
三
八
年
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
を

参
照
。

http://w
w
w
.victorianw

eb.org/history/transpor.htm
l

（
18
） 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
統
治
法
（A

ustralian C
onstitution A

ct 1842

（5 
&
 6 V

ic c 76

）（U
K

））
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.legislation.qld.gov.au/L

E
G
IS

L
T
N
/C

U
R
R
E
N
T
/A

/
A
ustC

onstA
1844.pdf

（
19
） 

一
八
五
〇
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
統
治
法
（A

ustralian C
onstitutions 

A
ct 1850

（13 &
 14 V

ic c 59

）（U
K

））
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
サ
イ
ト

を
参
照
。

http://foundingdocs.gov.au/resources/transcripts/vic3_doc_1851.
pdf

（
20
） 

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
憲
法
（N

ew
 S

outh W
ales 

C
onstitution A

ct 1855

（U
K

））
の
原
文
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.legislation.qld.gov.au/L

E
G
IS

L
T
N
/R

E
P
E
A
L
E
D
/N

/
N
ew

S
oW

C
onA

1855_01A
.pdf

（
21
） 

タ
ス
マ
ニ
ア
に
対
し
て
、
タ
ス
マ
ン
は
東
イ
ン
ド
会
社
総
督
の
名
を
と
っ



一
三
二

る
。

http://w
w
w
.hum

anrights.gov.au/erace-archives-history-south-
sea-islanders-australia A

ustralian

（
35
） Jam

es A
. M

ichener &
 A

. G
rove D

ay, B
ully H

ayes, S
outh S

ea 
B
uccaneer, in R

ascals in P
aradise, L

ondon: S
ecker &

 W
arburg 

1957

（
36
） 

一
八
四
八
年
の
時
点
で
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
の
西
半
分
は
す
で
に
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ド
が
領
有
を
宣
言
し
て
い
た
が
、
東
半
分
の
領
有
を
主
張
す
る
者
は
ま

だ
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
八
八
三
年
六
月
に
植
民
地
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
総
督

は
、
ロ
ン
ド
ン
の
植
民
地
相
と
の
事
前
協
議
抜
き
で
、
先
行
的
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
島
の
一
四
一
度
以
東
に
つ
い
て
領
有
を
宣
言
し
、
そ
の
後
に
、
ロ
ン
ド
ン
に
、

そ
の
宣
言
の
承
認
を
求
め
た
。
し
か
し
、
植
民
相
の
ダ
ー
ビ
ィ
卿
（L

ord 
D
erby

：E
dw

ard H
enry S

tanley

、
第
一
五
代
ダ
ー
ビ
ィ
伯
爵
）
は
こ
の
申

請
を
却
下
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
英
国
は
、
ス
エ
ズ
運
河
株
式
会
社
の
エ
ジ

プ
ト
の
パ
シ
ャ
の
持
ち
分
を
一
八
七
五
年
に
買
い
取
る
な
ど
支
出
が
多
く
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
関
し
て
い
え
ば
、
従
来
の
植
民
地
を
維
持
す
る
の
で
手
一

杯
で
、
違
法
な
奴
隷
の
供
給
地
を
確
保
す
る
だ
け
の
目
的
で
、
新
し
い
植
民
地

を
管
理
す
る
経
費
を
負
担
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
37
） 

出
典
＝
注（
35
）参
照
。

（
38
） A

ndreas S
chloenhardt

著“M
igrant S

m
uggling: Illegal M

igration 
and O

rganised C
rim

e in A
ustralia and the A

sia P
acific R

egion ” 
M

artinus N
ijhoff  P

ublishers　

五
三
頁
参
照
。

（
39
） 

正
式
名
称
をthe A

ct to m
ake P

rovisions for C
ertain Im

m
igrants

（C
hinese

）（18V
ic 39, 12 June 1855

）
と
い
う
。

出
典
＝http://foundingdocs.gov.au/item

-did-82.htm
l

こ
こ
で
はIm

m
igrants

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
中
国
人
は
移

（
30
） 

正
式
名
称
をA

n A
ct for the A

bolition of S
lavery throughout the 

B
ritish C

olonies; for prom
oting the Industry of the m

anum
itted 

S
laves; and for com

pensating the P
ersons hitherto entitled to the 

S
ervices of such S

laves.

（3

° &
 4

° G
ulielm

i IV
, cap. L

X
X
III

）
と
い

う
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.pdavis.nl/L

egis_07.htm

（
31
） 

太
平
洋
の
先
住
民
は
カ
ナ
カ
（K

anaka

）
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
言
葉
は
、

太
平
洋
の
島
々
か
ら
各
地
の
英
国
植
民
地
に
強
制
動
員
さ
れ
た
労
働
者
を
指
す

も
の
で
あ
っ
て
、
特
定
の
人
種
名
で
は
な
い
。
こ
の
言
葉
は
、
本
来
は
、
ハ
ワ

イ
語
でkanaka ‘oiw

i 

な
い
しkanaka m

aoli

と
い
う
言
葉
の
一
部
で
、
自

由
人
を
意
味
す
る
と
い
う
。K

anaka
だ
け
だ
と
人
を
意
味
す
る
。

（
32
） B

lackbird

と
は
、
本
来
黒
人
を
意
味
す
る
蔑
称
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

一
八
六
〇
年
以
降
に
お
い
て
、
労
働
者
を
誘
拐
な
い
し
欺
罔
手
段
に
よ
り
獲
得

す
る
手
段
を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
に
横
浜
港
に

停
泊
中
の
マ
リ
ア
・
ル
ス
号
（
ペ
ル
ー
船
籍
）
内
の
清
国
人
苦
力
を
奴
隷
で
あ

る
と
し
て
日
本
政
府
が
解
放
し
た
事
件
は
、
そ
の
有
名
な
事
例
で
あ
る
。
同
事

件
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
初
期
の
段
階
で
は
、
ペ
ル
ー
に
お
け
る
グ
ア
ノ
採
掘

の
た
め
の
労
働
者
獲
得
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
七
〇
年
代

に
な
る
と
本
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
農
園
の
労
働
者
確
保
の
た
め
の
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。

（
33
） 

同
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
サ
イ
ト
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ク
ィ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
州
政
府
の
公
文
書
サ
イ
ト
で
あ
る
。

http://w
w
w
.archives.qld.gov.au/R

esearchers/E
xhibitions/

T
op150/026-050/P

ages/040.aspx

（
34
） 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
権
委
員
会
（A

ustralian H
um

an R
ights 

C
om

m
ission

）“A
 history of S

outh S
ea Islanders in A

ustralia ”

に
よ



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
三
三

（
47
） 

前
注
参
照
。

（
48
） Jam

es Jupp

著 “T
he A

ustralian P
eople: A

n E
ncyclopedia of the 

N
ation, its P

eople and their O
rigins ”

八
六
二
頁
。

（
49
） 

同
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

http://foundingdocs.gov.au/resources/transcripts/qld4_doc_1884.
pdf

（
50
） 

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
一
八
七
四
年
輸
入
労
働
者
規
制
法
に
つ
い

て
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.slp.w

a.gov.au/pco/prod/F
ileS

tore.nsf/D
ocum

ents/
M

R
D

ocum
ent:15133P

/$
F

IL
E

/Im
portedL

aborR
egistryA

ct1874_00-00-00.pdf?O
penE

lem
ent

（
51
） 

同
じ
く
採
金
地
法
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.slp.w

a.gov.au/pco/prod/F
ileS

tore.nsf/D
ocum

ents/
M

R
D

ocum
ent:14845P

/$F
IL

E
/G

oldfieldsA
ct1886_00-00-00.

pdf?O
penE

lem
ent

（
52
） 

出
典
＝http://w

w
w
.takver.com

/w
harfi e/aa286_01.htm

（
53
） A

ndreas S
chloenhardt

著“M
igrant S

m
uggling ”

五
四
頁
参
照
。

（
54
） A

ndreas S
chloenhardt

著“M
igrant S

m
uggling ”

五
四
頁
参
照
。

（
55
） 

一
八
八
一
年
中
国
人
流
入
制
限
法
（Infl ux of C

hinese R
estriction 

A
ct of 1881 45 V

ic N
o 11

）
の
原
文
は
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き

る
。

http://w
w
w
.legislation.nsw

.gov.au/sessionalview
/sessional/

act/1881-23a.pdf
（
56
） 

中
国
人
制
限
・
規
制
法
（C

hinese R
estriction and R

egulation A
ct 

of 1888 52 V
ic N

o 4

（repealed by S
tatute L

aw
 R

evision A
ct 1924

））

は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

民
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
契
約
労
働
者
と
し
て
入
国
し
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
同
法
は
実
際
に
は
外
国
人
労
働
者
入
国
規
制
法
で
あ
っ
て
、
移
民
規

制
法
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
れ
以
降
に
紹
介
す
る
す
べ
て
の
中
国
人
移
民
規

制
法
に
共
通
す
る
用
語
法
で
あ
る
。

（
40
） A

ndreas S
chloenhardt

著“M
igrant S

m
uggling ”

五
三
頁
参
照
。

（
41
） M

yra W
illard

著“H
istory of the W

hite A
ustralia policy to 

1920 ”. R
outledge. 

二
四
頁
│
二
六
頁
参
照
（
原
著
は
一
九
六
七
年
刊
で
あ
る

が
、
二
〇
一
〇
年
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
）。

（
42
） 

正
式
名
称
をA

n A
ct to regulate the residence of the C

hinese 
P
opulation in V

ictoria

（V
ic, 20 V

ic.41.

）
と
い
う
。

出
典
＝http://w

w
w
.austlii.edu.au/au/legis/vic/hist_act/aatrtrotcpiv

595.pdf

（
43
） 

対
中
国
人
暴
動
は
、
金
が
産
出
し
て
い
たS

pring C
reek, S

toney 
C
reek, B

ack C
reek, W

om
bat, B

lackguard G
ully, T

ipperary G
ully

及

びL
am

bing F
lat 

で
一
八
六
〇
年
か
ら
一
八
六
一
年
に
か
け
て
発
生
し
た
。

出
典
＝
注（
41
）参
照
。

（
44
） 

中
国
人
移
民
規
制
制
限
法
（C

hinese Im
m
igrants R

egulation and 
R
estriction A

ct of 1861 25 V
ic N

o 3

）
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.legislation.nsw

.gov.au/sessionalview
/sessional/

act/1861-28a.pdf

（
45
） 

中
国
人
移
民
規
制
制
限
法
廃
止
法
＝C

hinese Im
m
igration A

ct 
R
epeal A

ct of 1867 31 V
ic N

o 8

（repealed by S
tatute L

aw
 R

evision 
A
ct 1898

） 
http://w

w
w
.legislation.nsw

.gov.au/sessionalview
/sessional/

act/1867-8a.pdf

（
46
） A

ndreas S
chloenhardt

著“M
igrant S

m
uggling ”

五
四
頁
。



一
三
四

知
る
限
り
で
最
善
の
も
の
と
し
て
、
一
般
的
に
賞
賛
し
て
い
た
の
で
あ
る
。」

（
61
） 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
生
者
協
会
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
（
但
し
西

欧
系
に
限
り
、
原
住
民
を
含
ま
な
い
）
の
男
性
の
相
互
扶
助
組
織
で
あ
る
。

一
八
七
一
年
に
メ
ル
ボ
ル
ン
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
出
生
者
協
会
と
し
て
誕
生
し
た

が
、
一
八
七
二
年
に
は
早
く
も
全
豪
的
組
織
に
発
展
し
て
い
る
。
本
来
は
、
病

気
、
医
療
、
葬
儀
等
に
お
け
る
相
互
互
助
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
本
文
に
述

べ
た
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
成
立
に
当
た
っ
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た

し
た
。 

（
62
） 

現
行
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
一
二
五
条
一
項
は
次
の
様
に
定
め
て
い
る
。

連
邦
政
府
の
所
在
地
は
、
議
会
が
決
定
す
る
。
そ
の
所
在
地
は
、
連
邦
に
権

限
が
付
与
さ
れ
、
ま
た
は
連
邦
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
領
域
内
に
あ
っ
て
、
連

邦
に
帰
属
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
所
在
地
は
、

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
内
に
あ
っ
て
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
少
な
く
と
も

一
〇
〇
マ
イ
ル
離
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
63
） 

憲
法
九
五
条
に
次
の
様
な
規
定
が
あ
る
。

1　

こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
議
会
は
、
同

州
が
基
本
州
の
一
つ
で
あ
る
限
り
、
均
一
関
税
が
賦
課
さ
れ
た
後
の
最
初
の

五
年
間
に
お
い
て
は
、
同
州
に
移
入
さ
れ
る
物
品
で
、
本
来
連
邦
の
領
域
外

か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
も
の
に
対
し
て
、
関
税
を
賦
課
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
関
税
は
、
連
邦
が
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
か
か
る
物
品
へ

の
関
税
の
賦
課
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
一
年
間
は
、
均
一
関
税
が
賦
課
さ
れ

た
と
き
に
施
行
さ
れ
て
い
る
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
法
律
よ
り
賦
課
さ
れ
る

当
該
物
品
へ
の
関
税
額
を
超
え
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
二
年
目
、
三
年
目
、

四
年
目
及
び
五
年
目
に
つ
い
て
は
、
当
該
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
法
に
よ
り

当
該
物
品
に
賦
課
さ
れ
る
関
税
額
の
、
そ
れ
ぞ
れ
五
分
の
四
、
五
分
の
三
、

五
分
の
二
、
五
分
の
一
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
本
条
の
規
定
に
よ
り
賦
課

http://w
w
w
.legislation.nsw

.gov.au/sessionalview
/sessional/

act/1888-15a.pdf
（
57
） 
労
働
組
合
の
、
反
中
国
人
か
ら
、
白
豪
主
義
へ
の
転
換
時
点
に
つ
い
て
は

次
を
参
照
。

http://unionsact.org.au/index.php?option=com
_content&

task=view
&
id=14&

Item
id=17

（
58
） 

移
民
規
制
法
（Im

m
igration R

estriction A
ct 1898 N

o 3

（repealed 
by S

tatute L
aw

 R
evision A

ct 1924

））
の
原
文
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.legislation.nsw

.gov.au/sessionalview
/sessional/

act/1898-3.pdf

（
59
） 

テ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
講
演
の
原
文
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.henryparkestenterfi eld.com

/sir-henry-parkes/henry-
parkes-tenterfi eld-oration-1889

（
60
） 

一
八
九
一
年
に
刊
行
さ
れ
たH

ow
ard W

illoughby

著
「A

ustralian 
F
ederation: Its A

im
s and its P

ossibilities

」
と
い
う
本
（
二
〇
〇
一
年

に
シ
ド
ニ
ー
大
学
図
書
館
に
よ
り
復
刻
さ
れ
て
い
る
。）
の
序
文
は
、
米
国
を

模
範
と
す
る
べ
き
だ
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
支
持
者
達
は
、
大
英
帝
国
よ
り
も
米
国
、
カ

ナ
ダ
、
ス
イ
ス
な
ど
を
例
え
ば
好
む
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
大
英
帝
国
は
、

何
時
の
日
か
、
連
邦
の
一
員
に
な
る
事
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
連
邦
で

は
無
い
。〈
中
略
〉
我
々
は
、
連
邦
を
形
成
す
る
た
め
に
連
邦
に
関
す
る
情

報
を
求
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
カ
ナ
ダ
、
ス
イ
ス
及
び
ド
イ
ツ
は
そ
の
連

邦
に
関
す
る
理
念
を
米
国
に
求
め
て
お
り
、
そ
し
て
、
米
国
の
建
設
者
達
は

そ
の
連
邦
共
和
国
と
い
う
理
念
と
共
に
英
国
の
憲
法
を
維
持
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ワ
シ
ン
ト
ン
と
彼
の
同
僚
達
は
、

英
国
政
府
と
戦
っ
た
が
、
し
か
し
、
同
時
に
彼
ら
は
英
国
制
度
を
、
彼
ら
が



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
三
五

さ
れ
る
関
税
は
、
均
一
関
税
が
賦
課
さ
れ
て
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、

こ
れ
を
賦
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

2　

前
項
の
五
年
間
に
お
い
て
、
本
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
物
品
に
賦
謀
さ
れ

る
関
税
が
、
同
一
の
物
品
の
輸
入
に
対
し
て
連
邦
が
賦
課
す
る
関
税
よ
り
も

高
い
場
合
に
は
、
連
邦
の
領
域
外
か
ら
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
に
輸
入
さ
れ

る
物
品
に
対
し
て
は
、
そ
の
高
い
方
の
関
税
を
賦
課
す
る
。

（
64
） 

貿
易
保
護
党
（P

rotectionist P
arty

）
は
、
正
式
に
は
一
八
八
九
年
か

ら
一
九
〇
九
年
ま
で
存
在
し
た
。
基
本
的
に
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
を
基
盤
と
す

る
政
党
で
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
農
村
部
で
も
強
か
っ
た
。
そ
の
主

た
る
主
張
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
業
保
護
の
た
め
の
保
護
関
税
の
設
置
と
労

働
者
保
護
で
あ
っ
た
。

（
65
） 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
は
一
九
〇
一
年
一
月
二
二
日
に
崩
御
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
時
点
で
は
英
国
王
は
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
と
な
っ
て
い
た
。

（
66
） 

一
九
〇
一
年
移
民
制
限
法
の
原
文
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き

る
。

http://foundingdocs.gov.au/resources/transcripts/cth4ii_
doc_1901a.pdf

（
67
） 

同
法
三
条
ａ
項
の
規
定
で
あ
る
。
原
文
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

A
ny person w

ho w
hen asked to do so by an offi  cer fails to w

rite 
out at dictation and sign in the presence of the offi  cer a passage of 
fifty w

ords in length in an E
uropean language directed by the 

offi  cer.
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